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平成27年３月橋本市議会定例会会議録（第５号）その４ 

平成27年３月５日（木） 

                                          

                                        

 日程第32 議案第１号 平成26年度橋本市

一般会計補正予算（第10号）に

ついて 

○議長（石橋英和君）日程第32 議案第１号 

平成26年度橋本市一般会計補正予算（第10号）

について を議題といたします。 

 これより質疑を行います。 

 便宜、補正予算説明書により、歳出から款

別に行います。補正予算説明書の平成26年度

橋本市一般会計補正予算第10号の22ページを

お開きください。 

 まず、１款議会費、22ページから23ページ

まで、質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ないようですので、次

に、２款総務費、22ページから35ページまで、

質疑ありませんか。 

 ２番 阪本君。 

○２番（阪本久代君）29ページ、地方創生事

業に要する経費の中の転入夫婦新築住宅取得

補助金って、新婚世帯のほうはまた別にある

んですけれども、転入夫婦の場合の条件とか

詳しいことについて説明をお願いします。 

○議長（石橋英和君）企画経営室長。 

○企画経営室長（上田力也君）この制度の概

要についてなんですけども、転入夫婦ってい

いますのは、夫婦どちらも市外からの転入者

に、今回は限定させていただくということで、

あと年齢につきましては、先日も答弁させて

いただいたんですけども、夫婦いずれか40歳

未満の方が対象となります。現行制度は、あ

と中古住宅も認めていたわけなんですけども、

今回は新築住宅のみということで、平成27年

４月１日以降に登記をしていただいた方を対

象に、３年間の限定ということで、制度設計

させていただいております。 

○議長（石橋英和君）２番 阪本君。 

○２番（阪本久代君）そうしましたら、この

1,500万円の予算がついているんですけれど

も、だいたいこの予算で何件分ぐらいなんで

しょうか。 

○議長（石橋英和君）企画経営室長。 

○企画経営室長（上田力也君）１件当たりの

支給額としましては、50万円としております。

したがいまして、件数につきましては30件と

いうような予算組みをいたしております。 

○議長（石橋英和君）17番 松本君。 

○17番（松本健一君）今の転入夫婦新築住宅

取得補助金に関しまして、１点、まず聞かし

ていただきたいと思うんですけれども、従来

の新婚世帯住宅取得補助金と、これは併用で

きるものなんでしょうか。これ、２階建てに

なるような制度設計になっているのかお尋ね

させていただきたいと思います。 

 ２点目です。その上、橋本市版総合戦略策

定委託料につきましては、540万円ということ

で、恐らくこれはコンサル関連の予算になる

かと思うんですけれども、今回のまち・ひと・

しごと創生の緊急補助金に関しては、戦略会

議等に関しても、コンサルの使用自体は、必

要な調査等に限定していくような基礎作業を

行うようにというふうに出ていたかと思いま

すが、具体的なこの540万円の使い道をご説明

いただきたいと思います。 

 それと、その下の婚活・ご成婚応援補助金

と転入夫婦新築住宅取得補助金、それとはし

もとふるさとｄｅ愛創出事業補助金、この３

件に関しましての、もう既にこれは交付金の
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申請をする際には、ＫＰＩ、具体的に言いま

すと、重要業績評価指標をつけて出すことに

なるかと思いますが、具体的にどのようなこ

とを置かれているのかをご説明いただきたい

と思います。 

○議長（石橋英和君）企画経営室長。 

○企画経営室長（上田力也君）まず、１点目

の住宅取得に関することなんですけども、現

行の制度というのは、もともと平成24年度か

ら３年間の限定の施策ということで、この26

年度をもって終了いたします。ですから、そ

れにかわるといいますか、内容を変えまして、

いわゆる補助金の効果率を上げることを目的

に、今回、転入夫婦ということに的を絞って、

27年度から３年間の施策として、地方創生と

いうことで、ここに算入をさせていただいて

いるということになります。ですから、２階

建てというようなことではございません。 

 そして、二つ目の総合戦略の策定業務の業

務内容についてのおただしでございますが、

議員おっしゃるとおり、いわゆる総合戦略を

策定するにあたっての基本的な柱の部分につ

いては委託することはできないというふうに

なっておりまして、したがいまして、これを

策定していく上での調査などについて委託で

きるということとなっておりまして、調査の

内容につきましては、まずは、これからいろ

いろ４月に入りますと、国のほうからいろん

なデータ、ビッグデータも含めて、いろんな

データの提供を受けますんで、そういったと

ころで、国のデータを利用していろいろ分析

していくということの中で、そういったこと

に関する業務の支援をしていただくというこ

とと、あと調査なんですけども、このＫＰＩ、

重要業績評価指標というのを策定していく上

では、やはり事前にいろいろ調査をしていか

なければならない。いわゆる現状の分析とい

うことをしていかなければならないので、い

ろいろアンケート調査であったり、いわゆる

子育て支援に関する意識調査であったり、あ

とワークショップなんかもやっていきたいと。

やはり、今回、先ほど来議案の提案をさせて

いただいております審議会の中でも、いろい

ろ議論はしていくんですけども、やはり幅の

広い年代層からの意見というのを集約する必

要がありますので、そういったことで、例え

ば市民会議なんかも利用しながら、そういっ

た声をまとめていくと。それから、他の団体

の動向とか調査というのもあわせてやってい

きたいということで、一応これに係る策定支

援ということを計画しております。 

 そして、３点目の具体的なＫＰＩについて

なんですけども、これにつきましては、今現

在、国と調整しておりまして、その中でいろ

いろ内容も変わっていくと思いますので、ち

ょっと現段階では。このＫＰＩについてはま

だ確定はしていないというような状況でござ

います。 

○議長（石橋英和君）17番 松本君。 

○17番（松本健一君）まず、一つ一つ行きま

す。 

 今のご答弁の中で、新婚世帯住宅取得補助

金は26年度までだっていうふうに、３年間の

施策ということでおっしゃっていただけたん

ですが、我々の手元にある平成27年度の予算

のほうにも含まれてきておりますが、その辺

のそごはないのかどうか。再度ご答弁いただ

きたいと思います。 

 それと、コンサルに関しては、今、具体的

な中身が出てきたのはもう１月末で、もう本

当にここ１カ月程度で、その内容を照らし合

わせていくような過程だと思いますので、調

査等に関しては、さほど時間がかけられてこ

なかったので、そこも含めて実際の調査を、

こういったコンサルを通じてやっていくこと

になるんだろうなというふうには想像できま
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す。 

 見ていきますと、今回、なぜこの緊急の交

付金が出たかと振り返って考えてみると、全

国一律この３月議会でこれを審議しているは

ずなんです。橋本市で、今、金額が提示があ

ったと思うんですけども、それがこの地方創

生先行型に関しては、基礎交付という形で、

恐らく来ているかと思います。この中身を精

査して、従来の政策の問題点、縦割り、全国

一律、ばらまき、表面的、短期的なものがな

いかどうか。この点を踏まえながら、政策の

五原則に照らし合わせて、それで、もし優秀

なものがあれば、さらに予算を積み増される

予算、全体1,700億円のうちで、基礎交付が

1,400億円で、上乗せ交付が300億円ある予算

ですので、ここでしっかりと内容をいいもの

が出れば、さらに足していただける可能性が

あるかと思いますが、そういった点は考慮さ

れて、今回のこの三つの事業を出されてきて

いるのか。再度お尋ねさせていただきたいと

思います。 

ます。 

○議長（石橋英和君）企画経営室長。 

○企画経営室長（上田力也君）まず、１点目

でございますが、平成27年度にも新婚世帯の

住宅取得補助金として予算が計上されており

ますけども、これにつきましては、平成26年

度の３月末までに登記したものということに

なっているんですが、申請については１年間

の余裕というのがございますんで、そういっ

た関係で、ですから28年３月末になるんです

けど、この１年間の間にそういう申請がある

可能性もありますので、一応予算として計上

をさせていただいているということになりま

す。 

 そして、２点目の、今回地方創生型として

1,700億円、そのうち基礎交付として、本市の

場合は約7,300万円の基礎交付を受けており

ます。これについては、全国一つの算定式の

もとに、その自治体の人口であるとか、財政

力指数に応じて交付されるものであります。

そして、残りの300億円を、自治体間で取り合

うというような形になるのかなと。それにつ

いては、国のほうは、その交付の条件として、

一つは10月までにこの総合戦略を作成すると

いうことと、もう一つがその内容によって上

乗せ交付額を決定していくということが言わ

れております。 

 おただしのそういった上乗せ交付を加味し

たものになっているのかということなんです

けども、これは、そこの上乗せ交付分を加味

した戦略としております。と言いますのも、

今回基礎交付は約7,300万円は確定している

んですけども、全体として約１億300万円、す

なわち3,000万円程度を今回積み増しした予

算組みとしているんですけども、市長の政策、

マニフェストでもあります、例えばブランド

推進室であるとか、それからいわゆる観光戦

略の部分でありますとか、加えてＵＩＪター

ンといいますか定住促進策というのもありま

すし、あと結婚、それから妊娠、出産、子育

てという一連の中で、これも大事な軸になる

んですけども、ここに計上しております結婚

の出会いの部分を創出して、男女の出会いを

創出して、ここの予算ではないですけども、

妊娠に関する部分というのを補助し、そして

いわゆる学童保育の助成をし、そして現在小

学生までの医療費無償化というのをさらに拡

充して、中学生医療をしていくという一連の

子育て支援というのもアピールした中で、国

のほうへ戦略として申請しておりますので、

その点については十分加味した上で、国のほ

うに申請をしているということになります。 

○議長（石橋英和君）ほかにありませんか。 

 16番 堀内君。 

○16番（堀内和久君）企画経営室長のきめ細
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かい説明、ようわかりました。あとちょっと

個人的な見解で失礼なことを申し上げたら悪

いんですけども、平木市長の政策として子育

て、今の説明にあったように一連の流れとい

うのは、すごく思いやりのあるもんで、すご

く共感できるというかありがたいなと思うん

ですけども、何でもそうなんですけども、外

に発信していく前には、やっぱり自分のとこ

ろを固めやんなあかんというか、何を申し上

げたいかというと、新婚世帯住宅取得補助金

が残しといてほしいというのが腹の中にある

上で、これを聞くんですけども、これにかわ

る転入の方によそから入っていただいてきて

くれた方に対しての補助金というのは、全然

ありやと思うんです。でも、他市も同じこと

をやっているということもあるということを

前提に置いて、例えば大阪圏に仕事をよく行

かれている方って多いと思うんですけども、

その方々が、例えば事例を出すのもおかしい

んですけど、大阪に勤めていただいている方

が、家を購入するにあたって、例えば河内長

野市とか富田林市というのは、通勤圏内が近

くなるわけですよね。向こうで新婚世帯住宅

取得補助にかわる転入みたいなこういうのが

あるとしたら、本市から出ていくのをとめる

っていうことを土台に置いとかないと、転入

で来てくれた人にこのサービスというか補助

金がつくのはすごくありがたくて、人口増え

るというのはありだと思うんですけども、根

本的には出産というか出生率を地方から上げ

ていくということが、年代によっては見方、

観点も変わろうかと思うんですけど、私ら30

代、40代の子育て世代にすると、まずは地元

の人間が地元で家を建てたら、新婚世帯住宅

補助があるんだよと。３年以内に家を建てた

らとかもあるんでしょうけども、それをなく

してしまってこっちに行ったら、よそへ出て

いってしまうというおそれが出てくるんかな

と思うんですけど、そこら辺については、い

かがな見解をお持ちでしょうか。 

○議長（石橋英和君）企画経営室長。 

○企画経営室長（上田力也君）この事業を決

定していく中では、そういった議論というの

もありました。いわゆる社会動態の減少につ

いて、やっぱり基本的に転入者を増やして、

転出される方を減らすというのがポイントと

いうことになってきまして、この施策は転入

について、その増加を図っていくというのが

狙いということで、既に橋本市に住まれてい

る方について、どうするんよという話もあっ

たんですけども、これはやはり住んでいただ

ける方についてといいますか、住宅取得以外

でも、今の医療費のことも含めて、今はやっ

ぱり出産、子育てについて相当の市民サービ

スというのをやっておりますんで、そういっ

たところを感じていただいて、他市への転出

を抑制していくということになるという考え

方のもとで、そういう制度設計をしたんです

けども。 

 今回、地方創生先行型ということで、今言

った部分については、やはりこれからもっと

いろいろ議論を積み重ねていって、それを、

今年策定する総合戦略に盛り込んでいって、

転出者を抑制するという施策が必要になって

くると思いますので、交付金については本格

的には平成28年度からの予算づけということ

もありますので、そういったところを今年度

の総合戦略の中でいろいろ、外部の方も入れ

た中で議論をしていっていただきたいと考え

ております。とりあえず先行型というところ

の位置づけでございます。 

○議長（石橋英和君）16番 堀内君。 

○16番（堀内和久君）ようわかりました。 

 ただ、要望としたら残してほしいというの

もありますし、先行型なんであれば、今後ま

たもんでいって、いろんな形になろうかと思
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います。やはり意見としては、子育て世代に

対して外へ出さずに、よそからも来てもうて、

都合のええ考え方ですけども、よそよりも本

市がいいんだよというＰＲと、あとはやはり

出生率、育てやすい環境がやっぱりドッキン

グしてなかったら、意味をなさないことだと

思いますので、せっかく平木市長はいろんな

政策を打っていただいているんで、やはり２

人より３人、３人より４人という兄弟が多い

子どもたちの多い、そういう和やかな、にぎ

やかな、幸せそうな橋本市になる土台を、や

はり当局には、子どもが半分の数になってお

りますので、倍の行政サービスを持っていく

んだよという姿勢を見せていただきたいこと

を期待しておりますので、よろしくお願いし

ます。 

○議長（石橋英和君）11番 土井君。 

○11番（土井裕美子君）同じところの委託料

で、婚活支援推進事業委託料が100万円と、そ

の下の負担金、補助金及び交付金のはしもと

ふるさとｄｅ愛創出事業補助金が100万円出

ているんですけども、この委託料のほうにつ

いては、従前来ずっと100万円の委託料を出し

て委託をして、婚活事業を進めていただいて

おります。今回、はしもとふるさとｄｅ愛創

出事業補助金が出ましたけれども、この名称

を読む限りにおいては、婚活事業関係の事業

費としての補助金が出たのかなと思っている

んですが、委託料はその団体に委託していま

すし、その団体がいろんな形でイベントを打

っていただいていると思うんですけれども、

はしもとふるさとｄｅ愛創出事業補助金の使

い方というか、整合性というか、その団体と

協力して、市の企画部であれば企画経営室の

メンバーなんかが、同じような形でやってい

くのか。それとも、別個のものとしてやって

いくのか。その辺をちょっと教えていただき

たいんですけども。 

○議長（石橋英和君）企画経営室長。 

○企画経営室長（上田力也君）基本的には別

個のものと考えております。どういうものか。

今の委託料につきましては、ご承知のとおり、

現在商工会議所へ委託しておりまして、年間

五、六回のパーティーといいますかイベント

をやっていただいているわけなんですけども、

それとは別に、今回、はしもとふるさとｄｅ

愛創出事業補助金につきましては、昨日も少

しお話しはさせていただいたんですけども、

単なる男女の出会いということだけではなく

て、そこに橋本市の魅力というのもわかって

いただくようなイベントを打っていきたいと。 

 具体的には、いわゆる本市の観光資源であ

るとか、スポーツ施設であるとか、あるいは

グルメであるとか、そういった本市の魅力も

そのイベントの中に取り入れて、体感しても

らった上で、男女の出会いを演出していきた

いと考えておりまして、実施主体につきまし

ては、実行委員会形式を予定しております。 

 どういうようなものかと言いますと、市の

若手職員、それから各民間のいろいろな団体

の方にも入っていただいて、そこでいろいろ

企画をしていただいて、先ほど申しました趣

旨に合うようなイベントを行っていきたい。

そして、現在も橋本・伊都あたりに対して公

報しているんですけども、県外、五條市、そ

れから河内長野市へも声をかけまして、少し

大きなイベントとしていきたいと考えており

ます。 

○議長（石橋英和君）11番 土井君。 

○11番（土井裕美子君）お話を聞かせていた

だきますと、婚活支援推進事業でも、今お話

しいただきましたはしもとふるさとｄｅ愛創

出事業も同じことですよね。目的は、男女の

出会いの機会をつくって、結婚をしていただ

くことを目的としているわけで、同じことだ

と思うんですけれども、なぜ婚活支援事業の
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委託されたところと別に、またわざわざ実行

委員会をつくられて、同じような事業をされ

ていくのかという意味がよくわからないんで

すが、その辺、連携して、協力し合って、よ

り相乗効果が上がるような形での取り組みと

いうのんは、補助金の形態上というかもらう

中身でできないんですかね。何かできない縛

りというのがあるんですかね。それを教えて

いただきたいんです。 

 なぜできないのか。なぜ別にまた実行委員

会形式をつくって、婚活の委託をしている団

体とは別の事業をされていくのかというのを

お答えいただきたいと思います。私たちが考

える限りにおいては、一緒にして、少しでも

より良いものにしていかれるほうがいいので

はないかなと思うんですけれども、また、委

員の中でも重なっている方もいらっしゃるか

もしれませんし、その辺のところを明確にお

答えいただきたいと思います。 

○議長（石橋英和君）企画経営室長。 

○企画経営室長（上田力也君）大きな違いと

申しますと、今の婚活支援の委託料につきま

しては、一応メンバー登録をしていただいて

おります。いわゆる会員制という形をとって

おります。そして、登録していただいた中で、

継続的に相手を見つけていくというようなこ

とになっております。ここでは、結婚された

実績も６組もあるということで、実績がある

ような状況になっております。 

 新しい出会いの補助金のほうにつきまして

は、これは会員という概念ではなくて、年間

２回ということではありますけども、どちら

かというと単発といいますか、現在やってい

る商工会議所とは、メンバーを募ってやると

いうこととは違うような形で、会員登録をし

てもらうということではなくて、そしてかつ

範囲も広げてやっていこうと考えております。

ただ、その際につきましては、現在登録して

いただいている、300人余りいるそうなんです

けども、そういった方も当然声がけはしてい

きます。 

 そして、補助金で使い分けができないのか

ということでございますけども、これは特に

そこの縛りはございませんので、今ちょうど

ある種の過渡期に来ているかなとも思ってお

りますので、今後また今回の新しい補助金の

事業を実施した結果も踏まえまして、これか

らの婚活事業の進め方についても、いろいろ

研究はしていきたいと考えております。 

○議長（石橋英和君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）総務費に関する質疑を

終わります。 

 この際、午後１時まで休憩いたします。 

（午前11時52分 休憩） 

                     

（午後１時00分 再開） 

○議長（石橋英和君）休憩前に引き続き会議

を開きます。 

 日程に従い、議案審議を行います。 

 質問される側、答弁される側、端的な内容

で進めていっていただけるようにお願いを申

し上げます。 

 ３款民生費、４款衛生費、34ページから49

ページまで、質疑ありませんか。 

 ２番 阪本君。 

○２番（阪本久代君）47ページ、病院事業会

計繰出金の積立金、橋本市民病院事業支援基

金積立金5,000万円の減額で、これは、独立行

政法人化をするのに、5,000万円ずつ４年間積

み立てるというものでした。新年度予算でも

この積立金はついていないですが、この独立

行政法人化はもうしないというふうに解釈し

てもよろしいでしょうか。 

○議長（石橋英和君）財政課長。 

○財政課長（吉本孝久君）本基金につきまし
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ては、市民病院の独立行政法人化のため、平

成24年から27年の４年間、毎年5,000万円を積

み立てる予定でございました。しかしながら、

独立行政法人化を延期したということで、今

年度の積み立て5,000万円の減額をしたもの

であります。独立行政法人化の目標年度と金

額が明確になれば、再度積み立てを行ってい

くことと考えております。 

○議長（石橋英和君）２番 阪本君。 

○２番（阪本久代君）そうしましたら、24年

度からということで、今１億円積み立ててあ

るということですよね。それはそのまんま置

いておくということですか。 

○議長（石橋英和君）財政課長。 

○財政課長（吉本孝久君）現在積み立ててお

ります１億円につきましては、平成24年度、

25年度の5,000万円の２回の１億円でござい

ます。これにつきましては、有効活用をする

ということで、平成27年度当初予算で取り崩

しをさせていただきまして、病院の繰出金の

ほうに充当をさせていただいております。 

○議長（石橋英和君）ほかにありませんか。 

 21番 岡君。 

○21番（岡 弘悟君）今、同じところで、27

ページの25節の積立金なんですけども、目的

が完全に決まって積み立てている基金じゃな

いので、名目はですよ。でも、議会に説明が

あったのは、独立行政法人化をめざすために

積み立てていくというお話で、議会は承認し

とる積立金やと、自分は認識しているんです

けども、それを独立行政法人化が無期限延期

になったから取り崩して使うということは、

結局は独立行政法人化をめざさないというこ

とにしかとれないんですけども、ちょっとそ

の辺、理解できないんですけども、その辺は

どういうことなんですか。 

○議長（石橋英和君）財政課長。 

○財政課長（吉本孝久君）１億円の取り崩し

につきましては、今後、独立行政法人化のた

めに１億円を取り崩ししまして、病院事業会

計への繰出金に充当をしているということで

ございます。 

○議長（石橋英和君）21番 岡君。 

○21番（岡 弘悟君）すみません。独立行政

法人化のために取り崩すんであれば、また積

み立てないといけないんじゃないですか。期

限が明確になっていない。期間が明確になっ

ていない。その計画と金額が一致したら、ま

た積み立てますと言うてるものを、取り崩し

てしまって、また金額がじゃ２億円といった

ら、また４回積み立てるんですか。だから、

僕、ちょっと矛盾していると思うんですけど

ね。独立行政法人化のために使うんであれば、

積み立てるほうがええんちゃいますのん。そ

のために積み立てていたんでしょう。２点聞

きますけど、その疑問点が１個と、あと独立

行政法人化をめざすために使った内容は何な

んですか。 

○議長（石橋英和君）財政課長。 

○財政課長（吉本孝久君）１億円の取り崩し

につきましては、財政状況も厳しい折、積ん

だままにするよりも、有効活用をするという

ことで、取り崩しをしたいと考えております。 

  （「独立行政法人化をめざすために、 

   どういうふうにするかというのと、 

   有効活用のために取り崩すのは違 

   う」と呼ぶ者あり） 

○議長（石橋英和君）その部分、答弁願いま

す。 

 副市長。 

○副市長（森川嘉久君）独立行政法人化の件

につきましては、従来から議会においても説

明をさせていただいておったわけでございま

すけども、若干諸条件がかなり厳しいという

こともございまして、現時点ですぐに進めら

れる状況にはないという判断をさせていただ
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きまして、文教厚生委員会であったかと思い

ますが、一応ご説明をさせていただいたつも

りでおります。 

 それで、現在、積み立てを中止させていた

だいておるわけでございますけども、財政課

長から先ほど申し上げましたように、基金に

ついては、当然のことながら、これは独立行

政法人化が明確になった時点で、どれだけの

資金が必要であって、どれだけということが

はっきりしてくるわけでございますけども、

現時点では、これははっきりしておりません。

ということで、病院の繰り出しという形で、

現在も独立行政法人のためではございません

けども、病院経営の改善のためにやっておる

繰出金に、先ほど財政課長も申しましたよう

に、かなり一般会計も厳しい状態でございま

すので、これは27年度予算でございますので、

この後ご審議いただくことになるかと思いま

すが、そこで若干そういう形の運用をさせて

いただいたということでございます。 

○議長（石橋英和君）ほかにありませんか。 

 17番 松本君。 

○17番（松本健一君）41ページ、生活支援交

付金、地方創生事業に要する経費の中の中学

生医療扶助費4,000万円についてお尋ねさせ

ていただきます。 

 今回のまち・ひと・しごと創生に関する地

方創生の部分は、先ほどの答弁でも7,300万円

あるという中で、この4,000万円というのは、

もう50％を超えるような金額が計上されてお

ります。今回の緊急支援のための交付金の考

え方というところで、国のほうは、昨年末に

閣議決定後に、地方公共団体の予算に計上さ

れた新規性のある事業に限定されるというこ

とが通達等でされているかと思います。 

 そういった中で、この中学生医療の扶助費

は、昨年９月条例改正、また12月予算、シス

テム関連のもの等も上がってきていた事案で

はないかと思いますが、その点において、今

回、これが新規性のあるものなのかというと

ころで、どのようにご説明をされる予定なの

か。その点をお尋ねさせていただきたいこと

が１点と、これを、緊急支援のほうに回した

ってことでいきますと、当初よりご説明いた

だいていたごみの減量化、またこども園等の

部分、また中学校の統合等によっての歳出抑

制ができる分を賄っていく財源にするという

ふうに、12月でも副市長の答弁があったかと

思いますが、この点の解釈がここに来て変わ

った理由を、２点目にご答弁いただきたいと

思います。 

○議長（石橋英和君）企画経営室長。 

○企画経営室長（上田力也君）まず、１点目

の新規性ということでございますけども、こ

れは国の通達どおり、昨年12月27日以降に予

算づけを行ったものということになりますん

で、中学生医療を27年度より開始するという

ことは、既には決まっておりましたけども、

具体的な予算づけが今回の補正ということに

なりますので、これは地方創生先行型の対象

となるということで、これは国のほうにも確

認をいたしているところでございます。 

 それから、２点目の財源の話でございます

けども、午前中の答弁もさせていただいたん

ですけども、いわゆる今回は7,300万円に加え

て、上乗せ交付を取りにいくという観点で、

今回予算づけを１億300万円近くやっており

ます。ですから、最終的にこの額全てがいた

だけるかどうかというのは、これは国の判断

ということになるんですけども、仮に1,000

万円しかいただけることができなければ、当

然残りの2,000万円というのは市単独という

ことになると思います。その経費というのは、

27年度といいますか、いわゆるごみの減量化

であるとかそういったところから出てくる経

費を前倒しで26年度で先送りするというよう
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なことになろうかと考えております。 

○議長（石橋英和君）17番 松本君。 

○17番（松本健一君）新規性に関しては、国

のほうとも確認を済ませていただいていると

解釈させていただきます。 

 まず、中学生医療の考え方で、今回の市に

充てられた7,300万円から、実際の上乗せ交付

の額もめどを立てて、今回、この中学生医療

を出されていると。そもそもでいけば、これ

はもう橋本市全体でいくと、このまち・ひと・

しごと創生政策の五原則に照らしてみると、

一番初めの自立性がもともとあった事業では

ないんでしょうか。新年度予算でも、我々も

もう半年も前から知っていたことですし、そ

ういった意味では、財源的な部分はもうめど

が立っての事業であって、これを充ててしま

うと、じゃ次の残った分を、地方創生の本来

やるべき部分の予算獲得が難しくなるという

ふうにも考えられると思います。 

 本予算は、平成27年度から戦略会議の提言

等で予算化されたものになるかと思いますけ

れども、そこに結果的に足かせがつくような

ことにはならないんでしょうか。その点、も

う一度ご答弁いただきたいと思います。 

○議長（石橋英和君）企画経営室長。 

○企画経営室長（上田力也君）そもそも平木

市長が中学生医療を始めるということですね、

この中学生医療というのは、やはり地方創生

そのものだと考えておりまして、たまたま国

のほうからこういう形で交付金は出てきてお

りますけども、地方創生の一環として、まず

は位置づけがなされているということ。今回、

こういった中学生医療というのは、現状の小

学生医療の拡充ということも踏まえた中で、

国のほうへアピールすることによって、交付

金を獲得するということになれば、本来もら

えなかった交付金ももらえる可能性というこ

ともありますんで、そういったところも、橋

本市の戦略として考えた上で、要望をしたと

いうことになります。 

○議長（石橋英和君）ほかにありませんか。 

 20番 樽井君。 

○20番（樽井豪男君）45ページの成人保健事

業に要する経費の中の検診委託料4,800万円

の補正の増額ということで、これに対して、

当初予算からこれだけ4,800万円増額する必

要性があるというのは、かなりの人数の方が

受診されたということだと思うんですけども。 

 それと、私もよく特定健診のときにこれも

受けまして、非常に安い料金で、500円か1,000

円やったと思うんですけども、これで胃カメ

ラとかいろいろ検診させていただいたんです

けども、普通でいけば、恐らく胃カメラを飲

んだら１万6,000円か7,000円ぐらい要ると思

うんですけども、それの保険料が３割負担と

なれば、やっぱり6,000円かというやつで、普

通の病気やったら要ると思うんですけども、

ここでかなり助けていただいとるというのは、

非常にありがたいんですけども、その中で、

今、どれだけの人数と全体的に総合計は、当

初予算でも約１億2,000万円の予算は出てい

ますけども、どのぐらいの全体的な費用にな

るのか。 

 もう一点は、これを少しでも、もし2,000

円でも3,000円でももうちょっと上げる。もし、

そういった上げたお金を、成人の方から小さ

な子ども、保育料とかそこらの形の中に補填

するとかっていう、やはり60以上の方が下を

支えるとかというような仕組みで、片一方の

ほうにそういった予算を使うとかというお考

えはないのか。その２点、お願いいたします。 

○議長（石橋英和君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（石橋章弘君）今おただしの

検診委託料でございます。この内容につきま

しては、がんの検診ということで、胃がん、

肺がん、乳がん、子宮がん、大腸がん等々ご
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ざいます。この中で、がん対策ということで、

検診の推進、受診率の向上に取り組むという

ことで、業務を進めてございます。 

 当初予算トータルで１億2,653万6,000円、

今回補正を認めていただきますと、最終的に

は１億8,200万円程度になろうかと思います。

この中で、特に前年に比べて大きく伸びると

予測しておりますところが、胃がん、肺がん、

大腸がんで、大きながんの検診の中で、胃が

んの検診数が非常に大きな伸びを示しており

ます。胃がんのＸ線で、平成25年度の実績で

1,602人、これが予測でございますけども、

2,000人弱ぐらいまで伸びてまいる予定です。

胃がんの内視鏡で、平成25年度実績が2,268

件、これが4,000件近くになる予定です。肺が

んにつきましては、5,417件が7,590件程度に

伸びてくると推計しまして、この補正の予算

を計上させていただいております。 

 なお、ご指摘のとおり、この検診につきま

しては、財政的にも非常に大きな負担となっ

てきておることも事実でございまして、いろ

いろな現在、見直しの検討を行っておるとこ

ろでございます。おっしゃられました負担金

の適正化も、その項目の一つとして、現在担

当課のほうで検討をしてございます。実際、

検討内容といたしましては、いわゆる啓発の

あり方、あるいは先ほど申し上げた、あるい

はご指摘もいただいている自己負担金の見直

しの検討、あるいは受診率を向上するための

勧奨、受けられましたかというふうなお誘い

ですけれども、このやり方の検討なり、この

検診委託費自体も現在見直しということで、

検討中でございます。 

 あと検診メニューの選定や、あるいは受診

される方の制限なんかもちょっと検討中でご

ざいます。この検診には、個別検診と集団検

診というのがございまして、コストの低い集

団検診のほうへのシフトということも、ちょ

っと検討したいかなと考えております。 

 議員おただしの、例えばそういうふうな取

り組みで出てきた財源、コストを抑えること

によって出てきた財源につきましては、現時

点、やはりがん対策というふうなことで、や

り方の再検討ということで、がん教育等々に

振りかえていくというようなことで、現時点

検討しておりますので、ご理解をよろしくお

願いいたします。 

○議長（石橋英和君）20番 樽井君。 

○20番（樽井豪男君）本当に利用している方

は、それこそまた値上げとなれば非常に厳し

いんですけども、本当に病気にかかってすれ

ば、当然それ以上のお金が要る。そういった

ことで、財源がもし余裕できたら、子育ての

関係とか保育園、また改定もされますので、

そういったところに一番利用していただけれ

ば、ご利益があるとは思うんですけども、も

しそういったほうに回せるものであれば、も

し値上げた場合に、だからこういったものは

ここに回しますというような形のもんを、し

っかり内部で検討していただきたいと思いま

す。 

 以上です。 

○議長（石橋英和君）ほかにありませんか。 

 ４番 楠本君。 

○４番（楠本知子君）37ページの臨時福祉給

付金支給に対する経費で、臨時福祉給付金の

対象者と、それから実質給付金をいただいた

方、何人おられるのかお教えいただきたいと

思います。 

○議長（石橋英和君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（石橋章弘君）すいません。

ちょっと資料を探しますので、ちょっとお時

間をいただきたいと思います。 

○議長（石橋英和君）保留といたします。 

 別の項目ありますか。 

 16番 堀内君。 
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○16番（堀内和久君）もう一回41ページ、中

学生医療でございます。財源は別として、中

学生医療なんで、期間というか、さっきの話

とは違うんですけど、何パーセント人口が増

えてきたとか人口増、あと子育て世代のため

に市長が取り組んでいただいたということで、

一定の期間、何年とか、何か上限とか約束事

をつくっておかんと、もしこれがある程度人

口がすごく増えてきたりしたら、重荷という

言葉は不適切な言い方なんですけども、一定

のルールを決めた上で。継続といくのが一番

いいと思うんですけど、そういうルールを考

えるというのはお考えでしょうか。 

○議長（石橋英和君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（石橋章弘君）現時点、考え

てございません。 

○議長（石橋英和君）ほかにありませんか。 

 18番 井上君。 

○18番（井上勝彦君）41ページの先ほどの地

方創生については、一応一定の要件を満たし

た児童の保護者が支払った月額保険料の半額

は、3,000円を上限とするということなんです

けども、だいたい4,000万円、財源の内訳はこ

うなっているんですけども、何人ぐらいをと

いうんか、一応金額が出ているんで、だいた

い予定人数というのと、それから45ページの

不妊治療の助成制度として、現在は15万円を

上限に補助して、１年目には年３回、２年度

目以降は年２回、これは通算５年間助成をす

るということで、本市では１回の治療に要す

る経費から、県の要綱の規定による助成額を

控除した額を、５万円を上限として助成する

と。これは、５万円掛ける40件分で200万円と

いうことですけども、これについても地方創

生ですわな。これが、地方創生って５年間に

限定して、５年間ずっと地方創生の金を使う

んか。なくなったら、どっから財源をつくる

のか。それをちょっと教えといてよ。 

○議長（石橋英和君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（石橋章弘君）まず、中学生

医療の関係でございますけども、対象中学生

数が1,741人を予定して積算してございます。 

 次に、不妊治療の１件当たり５万円の上乗

せでございますけれども、財源については、

もう一般財源を充てていくということになろ

うかと思います。 

 それから、すいません。１点、答弁もれあ

ったやつを申し上げます。 

 臨時福祉給付金につきましては、対象者が

１万2,760件、そのうち申請数が１万1,239件

ということで、約88％の実施率ということに

なってございます。 

○議長（石橋英和君）18番 井上君。 

○18番（井上勝彦君）1,741人、これは予定の

人数なんですけども、中学生医療については

この1,741人、とりあえず国から地方創生で、

要するに１月に決まって、新しい事業をおこ

して、橋本市のためのということで、予算が

急に組まれてきたけども、先ほども17番議員

が質問に立っておりましたけども、これにつ

いては、もともと４月１日から実施するとい

うことで、去年の９月あたりからもう話が出

てましたわな。 

 企画経営室長の話では、まあまあ国のほう

では、これはやってもよろしいよっていうこ

とで、一応使わせてしていただくというなん

ですけれども、これは一時的に使えるとして

も、中学生医療そのものはやっぱり継続して

やっていかんなんでしょう。一旦そういうこ

とでやるということになれば。同じことにな

ると思うんですけども、生活支援交付金、地

方創生については、やっぱりもっとほかに新

しい事業として考える時間がなかったんかど

うかわかりませんけれども、補正で上がって

くるわけなんですけども、ちょっとおかしい

な。不思議に思うんですけども、そういうこ
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としか考えられなかったんかどうかというの

を、再度お聞きします。 

○議長（石橋英和君）企画経営室長。 

○企画経営室長（上田力也君）ただ今のおた

だしでございますけども、一応今回地方創生

関連予算に予算づけさせていただいたものと

いうのは、今年策定する総合戦略に盛り込む

ことを前提に、今回予算づけをさせていただ

いております。 

 ということは、この総合戦略というのは、

向こう５カ年の戦略を立てるということにな

りますので、内容にもよりますけども、３年

から５年、先ほど午前中で説明しました、例

えば住宅補助であれば３年とか、あるいは中

学医療の無料化であれば５年とか、そういう

形が単発的ではない戦略に盛り込まれるとい

うことになります。 

 ただ、やっぱりその効果の検証という話も

出ましたけども、毎年やはり効果の検証が必

要になってまいります。これは、また外部の

有識者も入れた中で検証していくということ

になります。仮にこの中で、事業効果が少な

いというようなことになりますれば、その段

階で続けるのか、あるいは市単でいくのかと

いう判断が必要にはなってくる時期もあろう

かと思いますけども、総合戦略に盛り込むと

いうことなので、基本的には５年間というベ

ースに、この施策の継続性を考えております。 

○議長（石橋英和君）４番、ありますか。 

 ４番 楠本君。 

○４番（楠本知子君）88％の方ということで

したんで、12％の方が福祉給付金をもらいに

来ていただけていないということやと思うん

ですけど、今度27年度もこの措置がされると

いうことに、国のほうでなられるかと思うん

ですけど、やはりせっかくの給付金ですので、

しっかりとその辺の周知を何とかしていただ

き、せっかくいただけるものなので、それに

対して、申請主義ということもあるのかもし

れませんけど、でき得る限りの周知をしてい

ただきたいと思うんですけど、その辺、今年

度またということでどうでしょう。 

○議長（石橋英和君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（石橋章弘君）今いただきま

した趣旨は十分考慮して取り組んでいきたい

と思います。ただ、報告でございますが、

88.08％なんですけれども、県下の状況を見ま

すと、どちらかといえば上位のほうになって

ございます。本年度におきましては、一旦10

月１日までということで、申請受付期限とし

ておりましたが、ほかの市の状況等も踏まえ

まして、あるいは申請率の向上と申しますか、

皆さんに行き渡るようにということで、12月

26日まで延長したという経過もございます。

また、来年度実施するとするならば、また新

たな手法等々を研究してまいりたいと思いま

す。 

 以上です。 

○議長（石橋英和君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ないようですので、次

に、６款農林水産業費、７款商工費、48ペー

ジから57ページまで、質疑ありませんか。 

 22番 中本君。 

○22番（中本正人君）55ページ、橋本プレミ

ア付き商品券補助金事業につきましてお聞き

したいと思います。 

 金額として6,218万3,000円となっておりま

すけども、この金額の根拠というんですか、

いかなる理由でこういう数字が出たのかが１

点。 

 そして、２点目としまして、周知について

どのように考えているのか。この２点につい

てお伺いします。 

○議長（石橋英和君）経済部長。 

○経済部長（笠原英治君）はしもとプレミア
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ム付き商品券の補助金につきましては、交付

先は実行委員会を立ち上げていただきまして、

主に商工団体が実行委員会になってくるわけ

なんですが、地元の消費喚起、地域振興に貢

献する商店において共通使用できる商品券で

ございます。 

 販売総数は２億8,800万円で、発行額２億

4,000万円、そのうちの4,800万円がプレミア

ム分になってまいります。この部分の4,800

万円が、この6,218万3,000円のまず一つの費

用になってまいりまして、これは全て交付金

で賄われることになっております。あとこの

ために臨時職員を採用しまして、それぞれの

商工団体のほうに１人ずつ充てることになっ

ております。そういった方の保険料と雇い上

げ料が対象になっております。これらを合わ

せまして、6,218万3,000円でございます。 

 あと広報の関係でございますが、せんだっ

ての一般質問の答弁でもお答えさせていただ

いたんですが、市の広報７月号で折り込みを

入れまして、皆さんに周知していきたいと考

えております。その事前の６月には、参加し

ていただける商業者の募集をしていきたいと

考えております。まだほとんどの部分が実行

委員会のほうで決定していく案件でございま

すので、あくまでも現在案ということですが、

短期の消費喚起を促すために、場合によって

は販売を短期間でやってしまうこともあり得

ます。利用期間につきましては、７月から年

内12月までを考えております。 

 以上であります。 

○議長（石橋英和君）22番 中本君。 

○22番（中本正人君）消費の活性化の一端お

いうことで、非常にいい事業だと思います。

ですから、やるからには、やはり徹底した周

知をやって、成功裏に終わってほしいなと思

いますので、よろしくお願いします。 

 以上です。 

○議長（石橋英和君）ほかにありませんか。 

 15番 田中君。 

○15番（田中博晃君）55ページの生活支援交

付金、地方創生に要する経費のところなんで

すけれども、これも説明書とか見せていただ

きましたら、販路拡大のための旅費とかとも

書かれておりますし、過日の一般質問でも営

業に相当力を入れていくよというお話があっ

たんですけれども、要は何を聞きたいかと言

ったら、相当プレゼン能力であったり、橋本

市の地場産業についてかなりの知識を持った

人が必要なんじゃないかなと感じております。 

 その辺の人の部分、またそこからの教育と

いうか指導という部分を、どのように考えら

れておられるのかが１点と、57ページも同じ

く、今度は生活支援交付金の地方創生のとこ

ろで、これも説明書を見たら、Ｗｉ－Ｆｉと

かって書かれているんですけれども、まずお

伺いしたいのが、Ｗｉ－Ｆｉの能力、どの程

度の距離が飛ぶでとか、あと普通、よう小さ

いＷｉ－Ｆｉやったら二、三台つないだら、

もういっぱいいっぱいになって、動きが遅く

なったりとかというのもあるんですけれども、

予算を計上されているということは、ある程

度の見積もりもとられて、調べられていると

思うんですけれども、それとまたセキュリテ

ィーの問題、特に今、フリーのＷｉ－Ｆｉと

かの場合、かなりいろんな問題が起こってき

ている中で、せっかく高い予算をかけてやる

んであれば、来年もまた、これ、あかんかっ

たから来年もせんなんぞとかってならんよう

に、きっちりとした形でやっていただきたい

んですけれども、そのあたりについていかが

でしょうか。 

○議長（石橋英和君）経済部長。 

○経済部長（笠原英治君）まず、最初におた

だしの４月から地場産業振興センターの２階

に設置しますはしもとブランド推進室の職員
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に関してですが、市長の本当に大きな公約で

もあります国内、全国、世界に打って出ると

いう事業が、いよいよ始まります。ここに携

わっていただく職員に関しては、全てこの市

役所の職員ではなくして、壇上答弁でもお答

えさせていただきましたが、ＪＡであったり

商工団体であったり、県であったりします。 

 それぞれの団体に、本市がどういう目的で

このブランド推進室を立ち上げるかというこ

とを、しっかりお話しさせていただきまして、

適材の方を今現在選出していただいておる最

中でございますので、来られる方に関しては、

相当レベルの高い方ではないかと考えており

ます。 

 それと、私ども市の職員に関しましても、

少なくとも３人はそこに携わっていくわけな

んですが、そのうちの２人は、今、県のほう

へ出向しまして、しっか研修中でございます。

食品流通課等に出向して、しっかりその辺の

ノウハウを勉強してきていただけると思って

おります。 

 ただ、私どもだけで、かかわっている団体

だけで、全ての営業を回るんではなくして、

実際は国であったり、県であったり、商工会

連合会であったり、和歌山産業振興センター

であったり、また海外の場合はＪＥＴＲＯ（日

本貿易振興機構）であったり、こういう方々

と連携しながら、この事業というのはまずは

進めていきたいと考えております。そういう

方々の指導の中で、イベントなんかに参加し

ながら、販路を開拓し、販売を促進していき

たいと、まずは思っておりますので、その中

で、しっかりノウハウを習得して、この事業

に前向きに取り組んでいきたいと思っており

ます。これ、まず１点です。 

 ２点目のＷｉ－Ｆｉなんですが、ちょっと

私も専門的なこと、多分田中議員のほうがは

るかにお詳しいと思うんですが、私の知ると

ころでは、今、能力については、通信速度が

機械的には１GB、実際運用に関してはだいた

い200MBぐらいの通信速度になると、これは１

箇所あたりなんですけど、考えております。

設置場所は、橋本駅の部分が、今、時計台が

駅前にあると思うんですが、あそこにアンテ

ナを設置しようと思っております。だいたい

半径50ｍ範囲はカバーできると聞いておりま

す。それと、高野口の駅前につきましては、

一つは公民館のあたり、もう一つは新しくで

きる地場産業振興センターのあたりに設置し

まして、それぞれ、これも半径50ｍぐらいで

すので、高野口に関しては、駅から産業振興

センター、少し南の紀陽銀行あたりまでエリ

アをカバーできると考えております。 

 全て同じようなスペックで考えております

ので、とりあえずはそういう形で進めていき

たいと考えております。 

 以上です。 

（「答弁もれ」と呼ぶ者あり） 

○議長（石橋英和君）経済部長。 

○経済部長（笠原英治君）セキュリティーの

部分にお答えします。 

 この無料Ｗｉ－Ｆｉのソフトの部分、イン

フラの部分については、今のところあくまで

もまだ暫定的なんですが、ＮＴＴ西日本のほ

うと契約していきたいと考えておりますので、

ＮＴＴ西日本で使われているセキュリティー

の範囲で、まずは、いわゆる来ていただいた

観光客向きのインフラですので、橋本市のい

ろんな個人情報がそこにたくさん入って、そ

れが流出するっていうことはないと考えてお

りますので、まずはそういういろんな観光資

源のＰＲ、お店のＰＲをしていくための手段

だと考えておりますので、まずはＮＴＴのセ

キュリティーでスタートしたいと考えており

ます。 

○議長（石橋英和君）15番 田中君。 
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○15番（田中博晃君）市の情報がもれるとか

心配していないんですけれども、逆に個人の

パソコンとかスマホの情報がもれへんかなと

いう心配があるんで、特に、今、無料Ｗｉ－

Ｆｉとかって多いんで、そのあたりをきっち

り詰めていただきたいというのが１点と、あ

ともう一個こわいのが、Ｗｉ－Ｆｉの場合、

いわゆるただ乗りっていうんですかね。それ

だけカバーが広かったら、範囲が広かったら、

あの辺の方、もしかしたらただで使えると。

そうなった場合に、本当に使いたい人が使え

なくなる可能性があるんです。このあたりを

しっかり詰めといていただきたいと思ってお

ります。いかがですか。 

○議長（石橋英和君）経済部長。 

○経済部長（笠原英治君）個人で使われてお

るＷｉ－Ｆｉの場合、だいたい15分で一旦切

れたり、時間設定はいろいろできるんですけ

ど、屋外式であれば時間制限なしにつながっ

たままにもできるんです。ただ、今、議員お

ただしのとおり、そういう問題がありますの

で、１回の情報当たりは15分もあれば十分情

報取得していただけると思っていますので、

15分たったら切れるように考えております。 

 それと、さっきちょっと答弁もれたんです

が、一つのエリアに対して30認証までできる

ように、だいたいスペック的には考えていま

す。それから、ただ乗りで使われて、実際、

本当に使いたい人が使えないということのな

いように、一つは15分で切るということと、

30認証をしていくということで、ご理解お願

いしたいと思います。 

○議長（石橋英和君）18番 井上君。 

○18番（井上勝彦君）55ページ、きのうも一

般質問で森下議員が言ってましたけども、商

品券、きのうの話では、要するに商工会議所

と商工会、それから例えば産業文化会館。そ

ういうところで一応窓口になってということ

やったと思うんですけども、まだこれから協

議していくんだろうと思いますけども、ただ、

きのうの話では上限を１人３万円ぐらいにし

て、そして１万2,000円の券を500円に分ける

と。500円ぐらいやったら買いよいんで。つり

銭が出てくるのでな。ほんでに、500円ぐらい

にして、大手スーパーの場合は、例えば青と

か赤とか、小売り店についてはまた黒とか白

とかっていう形でやるというような、ちょっ

とそんなような話やったと思うんですけども、

できるだけやっぱり商品券を市内の人に活用

していただくためには、やっぱり若い子やっ

たらぱっとすぐわかると思うんや。二十代や

ら30代、40代は。けど、お年寄りについては。

その色を間違うて、要するに青が小売店やら、

スーパーへ来て、黒と青を間違うて持ってき

て、これはあきませんよと言われることも考

えられる。やっぱり色分けについては、説明

をちゃんとできるような、わかりやすくでき

るように、高齢者でも買いにいく。これは、

こっちのスーパーで買えますよというような

わかりやすいものにしてあげてくださいなと。 

 ほいで、六千何百万円、これは全部に行き

渡るかどうか。３万円が上限ですんで、１所

帯、一家に、仮に５人おったら15万円か。家

族10人おったら何ぼなん。30万円か。という

買い物ができるわけやけども、全体的にやっ

ぱりみんなに行き渡るようにしようと思うた

らどないしたらええかなということも、やっ

ぱり考えて、運営委員会の中で、そういうこ

とでわかりやすくしたってほしいなと思うわ

けです。 

 そういうことについて、ちょっとご答弁願

いたいのと、それからもう一点は、商品券は

終わりました。それもお聞きしたいと思いま

す。 

 それから、先ほど田中議員が地場産業振興

の件でご質問あったと思いますけども、やっ
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ぱり世界に売っていくということになれば、

県のそういう優秀な人が来てくれるというこ

とで、７人体制やったんかな。私は、そうい

う専門の人が来てくれて当然だろうと思いま

すけども、例えば英語で話ができる人とか、

中国語ができる人とか、韓国語できる人、い

ろいろおると思うねけど、そういう観光でも

のを売っていく、世界に発信していこうと思

えば、そういった人材を、ちゃんとしたもの

をここへ配置ささんと、なかなか日本語だけ

では世界に通じやんと思うんで、そういう立

派な産業振興センターで橋本市を売り出して

いこうと思えば、せめて５か国語ぐらいはし

ゃべるような人を、専門的な人を置くべきで

はないかいなと思うんだけども、そんな人は

県にはたくさんおると思うんですけども、そ

ういうことは考えておられますか。 

○議長（石橋英和君）経済部長。 

○経済部長（笠原英治君）まず、はしもとプ

レミアム付き商品券のおただしですが、基本

的に販売は、配布していくのではありません

ので、購入意思のある方に販売していくよう

なやり方をしてまいります。ですから、基本

的に重複するような販売がないように、その

本人に来ていただいて販売するような形を、

今のところ、とりたいなと思っております。

いろんな事情で、直接本人が来られない場合

に、代理の方もあり得ると思うんですが、基

本的には本人というふうに考えております。 

 そんな中で、販売させていただく際に、き

っちりこれは大手のスーパーで使う分ですよ、

これは小売の商店街で使う分ですよというこ

とを、しっかりお伝えしまして、その辺をわ

かりやすく説明していけるよう努めてまいり

たいと思います。 

 ２点目の世界に打って出るためには、外国

語をしゃべれる、これからの観光振興なんか

もそうなんだけど、インバウンドに向けたそ

ういった人材が必要ではないかというおただ

しが、まさにそのとおりだと思います。人材

ではないんですが、まず地方創生の部分で、

パンフレットの作成については、多言語でつ

くっていきたいと考えております。今、観光

振興の部分も、市長は非常に力を入れており

まして、来年度にかけて、最終的に民間主導

のビューロという組織を立ち上げて、そこで

観光振興をしていただけるような取り組みを、

来年度、計画策定していきたいと考えており

ます。その計画策定にあたっては、これは新

年度予算にも提示させていただいておるんで

すが、外国人の採用ということも、人員の中

に見ておりますので、決してその部分につい

ては軽んじておるどころか、重要な部分だと

思っておりますので、市としても対応してい

きたいと考えております。 

○議長（石橋英和君）18番 井上君。 

○18番（井上勝彦君）部長、そのとおりでね。

私、いつも思うんですけど、橋本市へ人を呼

ぼうと思ったら、高野山なんかやったら、語

り部って英語を専門の人も、高野山は観光地

やから、やっぱり中国語でもしゃべれる人が

何人かおりますわ。ところが、橋本市で観光

に来てもらう。外国から来てもうたって、英

語はみな習うてやるんやけれども、しゃべる

ということになったら、なかなか。わしもア

メリカへ行ってきたけど、なかなか日本の人

が英語を何ぼ習とっても、なかなかしゃべれ

ませんわ。わかりませんわ。日本の英語は、

向こうでは通じません。失礼でしたけども、

私、手招きでやったほうが早かったです。 

 私は、学校で習う英語だけでは、英語が自

国語ではなかなか通じないということが実感

しましたよ。橋本市に、職員もそうですけど

も、やっぱり通訳をできる新しい人材を育成

していくことが、橋本市のまちづくりになる

し、できたら地方創生にというのはそういう
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ところへ、新しい事業としてお金を使てほし

いなという気持ちが、僕は持っているんです

けれども、市長、ソフト面でとこの間も言う

てましたわな、私は一般質問の中で。ソフト

面というのは、そういう人材をつくり上げて

いくものにお金を使ていってもらうというこ

とが、やっぱり橋本市のこれからのまちづく

りには大変必要であるというように、経済部

長、思うわけで。それは、経済部長、やっぱ

りすぐれた人やから、産業振興の、観光の、

ものを売る。そこへ、平木市長が言うてる橋

本市創生に全力を挙げて、やっぱり人材を配

置していただきたいというのが、私の願いで

ございますので、その点について、経済部長、

さっきも抱負を言ったいただきましたけれど

も、ちょっと市長に予算を組んでもうて、や

り直してもらわなあかんと思うてますねけど。

どうですか、市長。 

○議長（石橋英和君）市長。 

〔市長（平木哲朗君）登壇〕 

○市長（平木哲朗君）井上議員の地方創生ソ

フト事業ということで、お答えをさせていた

だきます。 

 一般質問でもお答えしましたように、今、

来年から本当の基礎づくりを始めていきたい

と思っています。はしもとブランド推進室に

しても、今まで県に２人研修に行かせていま

すし、また県からも１人来ていただくという

ことなんですけども、実際に橋本市って一体

何があるんよ、これは物産も農産物も観光も

そうなんですけども、そこをまずしっかりと

基礎固めをして、そして一つの段階を踏みな

がらやっていくということが大事やなと思っ

ています。 

 きのうもお答えしましたように、１年で答

えを出せと言われても、なかなか無理なんで、

私としてもしっかりと基礎を、そして人材も

育てた上で取り組んでいきたいと考えていま

す。そんなに新しいブランドがすぐにできる

わけでもありませんし、今回みたいに、はた

ごぼうが県のプレミア和歌山に特別賞をいた

だくような、そういうのが発見できて、今、

全国にも発信できてきています。そういうも

んも探していかなあきませんし、パイル織物

またさよりにしても、やはり今の製品ではあ

かんと思うんですね。結局、やっぱり商品と

いうのをつくっていくことも大事かなと考え

ています。 

 15番議員の、僕にブレザーを着て売りに行

けというような話はあったんですけど、やは

りこんなんあるよじゃだめだと思うんです。

こういう服を、今、つくりましたから、私も

着てきましたから、今度は高野口のほうへ発

注をしてくださいというふうなものに考えて

いかないと、言い方が悪いですけども、やは

り生地なんで、半製品なんで、それはなかな

か難しいなと思いますんで、そういう商品を

つくり上げていくっていうことも、大変大事

なことなんで、そういうことを一つ一つ解決

して、そして県の協力も得ながら、国の協力

も得ながら進めていく。観光のほうも、先ほ

ど経済部長が答えましたように、今、新たな

取り組みをしておりますので、当然将来に向

けて外国語、私は話せませんけども、外国語

を話せる人材も育てていくということも大事

かなと思っています。 

 きのう、たまたま橋本市民の方から、橋本

市ももっと英語教育に力を入れてよと。小学

校から英語の先生、ちゃんとしゃべれるよう

な子を育てていかなあかんな、いけよという

お話も、実はアドバイスも受けておりますの

で、そういうことも含めて、橋本市の教育も

含めて、そういう人材を育成するというふう

な方、また雇用もしていけるような、そうい

うふうにもっと発信が広がっていけば、そう

いうこともしていきたいなと思っていますの
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で、今は現在、地方創生という基礎づくりで

これから進めていくということで、ご了解を

いただきたい。 

○議長（石橋英和君）ほかにありませんか。 

 10番 坂口君。 

○10番（坂口親宏君）大きな声で大変失礼い

たしました。質問は短く、答弁も短く、テン

ポよく伺っていきたいと思います。 

 先ほどＷｉ－Ｆｉの話がございました。そ

れと、今も多国籍の言葉、私は百十数カ国、

海外に行ったことがございますが、当然しゃ

べれませんけれども、百十数カ国のお客さま

が、橋本市に来ても、百十数カ国の通訳を置

く必要はございません。12月議会でも、私は

質問をさせていただきました観光アプリの話

です。 

 あのときは、ＡＲという技術をご紹介しま

したけれども、現在、関西国際空港でも多国

籍に対応するような観光アプリが開発して、

既に運用されております。先ほど経済部長が

Ｗｉ－Ｆｉの話をされていらっしゃいました

けれども、このＷｉ－Ｆｉの使用目的は何で

しょうか。当然アプリをダウンロードして、

そして来ていただいた観光客を含めたお客さ

まに対応していただける、そういうアプリを

意識されておられるのか。 

 57ページをご覧ください。インバウンド向

け観光パンフレット作成委託料、これだけの

予算がついていますね。それと、駅前のＰＲ

イベント開発委託料、これだけの予算がつい

ていますね。そして、橋本駅前の観光活性化

補助金もついていますね。これらを含めて、

紙ベースのパンフレットを作成されるおつも

りでいらっしゃるのか。12月議会で、私はＡ

Ｒを含めてアプリの開発をとお願いをしたと

ころ、前向きなご答弁を既にいただいており

ます。当然開発アプリ用の予算をつけていた

だいているものと思っておりました。 

 質問は二つです。 

 その観光アプリの開発をされるおつもりが

あるのかどうかというのと、駅前の活性化イ

ベントはどのようにされるのか。それは時期

あるいは回数、内容等も含めて教えていただ

きたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（石橋英和君）経済部長。 

○経済部長（笠原英治君）まず、アプリケー

ションについてですが、12月議会で議員のほ

うからおただしでありまして、私のところで

も、非常に商工観光課と検討してまいりまし

た。 

 まず、インフラ整備をしていこうというこ

と、今回Ｗｉ－Ｆｉの予算提示させていただ

きまして、当面は無料アプリを使っていただ

いて、観光振興主体に使っていきたいと考え

ております。ただ、このブランド推進室の設

置にあわせて、ホームページやサイトの作成

とともに、こういったアプリケーションを検

討して、無料Ｗｉ－Ｆｉで使っていただきな

がら、橋本市内の商店のほうに足を運んでい

ただけるような仕組みづくりもできればいい

かなと考えております。 

 次に、駅前のイベントに関してですが、こ

れも一般質問の壇上で答弁させていただいた

んですが、基本的に、今、定期バスの運行も

非常に少なくなって、バスターミナルの利用

が非常に、ある意味もったいないような状況

になっておりますので、ここら辺の交通機関

との調整も必要なんですが、広場を使いまし

て、駅前で軽トラ市場で農産品やいろんな橋

本市のほかの商工業品を売ったり、あと橋本

市周辺の出身の歌手の方らにミニコンサート

をしていただいたり、大道芸人みたいにそう

いうふうなことを、素人ながらされとる方に

場所を提供して、そういったショーを定期的

にしていただいたり、いろんなことをとりあ
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えず駅前で定期的にやっていこうというふう

に考えております。 

 そこから、まず地域の人に来ていただいて、

やがては市外、県外の人にも足を運んでいた

だくような仕組みづくりができればいいなと

考えております。 

 以上でございます。 

○議長（石橋英和君）10番 坂口君。 

○10番（坂口親宏君）幾つか答弁もれがござ

いました。私、まとめて質問をさせていただ

きます、確認の意味で。 

 紙ベースのパンフレットをおつくりなのか。

これぐらいの金額をかけて、紙ベースのパン

フレットをつくられるのであれば、観光アッ

プに、今、無料アプリとおっしゃいましたけ

れども、観光アプリが十分開発できるような

金額だと思います。一旦観光アプリをつくっ

てしまいますと、紙ベースはなくなっちゃい

ますと、また印刷しないといけなくなるじゃ

ないですか。 

 あと、今答弁もれがあったんですが、高野

山で今1,200年祭の法会をやっているんです

から、それの時期に合わせておやりになるの

か。それを持続的にずっとおやりになるのか。

それも含めてご答弁をいただきたかったです

ね。 

 それと、場所なんですけれども、具体的に

おわかりになっているところ、あまり使われ

ていないバスターミナルのスペースがあるん

ですが、そこを意識されていらっしゃるのか。

そこも含めて、お話をしていただければとい

うふうに思います。 

 確認の意味で、恐らく紙ベースでパンフレ

ットをおつくりになると思うんですけれども、

ちょっと確認の意味でお答えください。この

金額であれば、観光アプリはつくれますよ。

一旦つくっちゃいますと持続的につくれるア

プリなので、今、無料アプリとおっしゃいま

したけれど、そのあたりは戦略的にどのよう

にお考えなのかも含めて教えてください。そ

れと、高野山の1,200年法会を意識されていら

っしゃるのかどうかも含めてお話しください。 

○議長（石橋英和君）経済部長。 

○経済部長（笠原英治君）３月補正予算で提

案させていただいておる印刷費につきまして

は、橋本観光ガイドを全面的に改訂するよう

に考えております。これは１万部の印刷を考

えております。それと同時に、インバウンド

向けの紙ベースのそういったパンフレットも

１万部考えております。そういった費用が200

万円を提示させていただいております。今の

ところ、デジタル的なそういった案内するよ

うなものについては、検討できていない状況

であります。 

 ただ、先ほどちょっと答弁でもれたんです

が、ＡＲの関係につきましては、できれば商

工会議所のほうに委託しまして、前に議員の

ほうからまことちゃんのＡＲのお話もいただ

いておったと思うんですが、それにこだわら

ず、ＡＲ技術を使ったフリーＷｉ－Ｆｉの部

分と連携しながら、観光振興をしていけるも

のをご検討いただけたらなと考えております。

これは、基本的に商工団体のほうに委託して

いきたいなと考えております。 

 それと、高野山の開創法会を意識されてい

るのかというお話ですが、これについては十

分意識しております。本当に、和歌山県にと

って数年前から観光のビッグイヤーが続いて

おりますので、この高野山の集客をしっかり

山麓である橋本市にも根づいていける、定着

していただけるような取り組みは、考えてい

きたいと思っております。 

 あと場所については、バスターミナルを考

えておるのかということですが、先ほどお話

しさせていただいたとおり、交通機関の会社

と非常に調整が必要になってまいりますし、
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また駅前開発の関係でもいろいろ市街地中心

に今取り組んでおりますので、そういった部

署とも調整しながら、この場所については考

えていきたいと思っております。 

○議長（石橋英和君）ほかにありませんか。 

 14番 辻本君。 

○14番（辻本 勉君）今のところなんですけ

ども、駅前の活性化といいますか、この辺で

以前はあの駅前のほうの、もう若手とは言え

ないんですけども、数名で橋本駅前一番計画

というのがありました。そこが、ＪＲと話を

して、駅前の駅広の部分を、ＪＲ関係のとこ

ろは自由に使わせていただくということでな

っておって、定期的といいますか、本当の定

期的ではないんですけれども、それなりにイ

ベントを開催しておりました。 

 現在のところ休眠状態になんですけども、

その辺も、地元の駅前の商店の関係の方がた

くさんおりますんで、その辺とのタイアップ

といいますか、協力関係を、ぜひともとって

あげていただきたいなと思うんです。離れた

ところ、そういう商店街の方じゃなしに、基

本的には駅前の活性化という観点からいきま

すと、駅前の商店街の方、２代目、３代目に

なってくるようなところもあるんですけども、

若手の方と、基礎になるのは駅前一番計画だ

と思うんですけども、その方との連携を十分

とっていただきたいんですけども、その辺に

ついてのお考えは。 

○議長（石橋英和君）経済部長。 

○経済部長（笠原英治君）私とこは、もう当

然駅前の商店街の人に、調整というかもう参

加していただければなと考えております。定

期的なそういったブースを設置したりする部

分に、駅前の商店街の方もかかわっていただ

ければなと思っております。４月以降、そう

いった事業を本格的に進めるにあたって、ま

たいろいろご協力をいただきたいと思ってお

りますんで、どうぞよろしくお願いします。 

○議長（石橋英和君）17番 松本君。 

○17番（松本健一君）51ページ、農林水産業

費の中の生活支援交付金、地方創生事業に要

する経費50万円で、農林振興課、柿産地と都

市消費者交流会関係経費ということで、ご計

上いただいておるんですけれども、この中を

見ますと、使用料と賃借料ということで、ご

説明いただいて、この説明の中の部分と、ど

のような内容でこの経費が使われるのかをご

説明いただきたいと思います。 

 というのは、もっと柿を売ろうというとこ

ろでは、この50万円ぐらいで本当にいいんか

なというのが、逆に少し残念な部分なんです

けれども、都市の消費者を招いてということ

でいくと、来ていただく分には足をつけるん

かどうかとか、一部負担していただくのかと

か、そういうところも計画を立てていってお

かないと、結果的にこの50万円だけがひとり

歩きするような気がするので、その点を改め

てご説明いただきたいと思います。 

 それと、先ほど来出ております55ページの

駅前活性化等関係経費の橋本駅前と高野口周

辺のＷｉ－Ｆｉの整備に関してですけれども、

先ほど同僚議員から質問がございましたが、

セキュリティーの問題という点でいくと、こ

のＷｉ－Ｆｉの接続自体が、セキュリティー

の問題ではなくて、最近出ているのは、それ

をまねて別のＷｉ－Ｆｉを設置されることに

よっての不正アクセスという部分だと思うん

ですけれども、そういったところに関しての

情報も、皆さん、持たれているのかを聞かせ

ていただきたいことと、それと、先ほどＷｉ

－Ｆｉの接続で15分で切れますというお話だ

ったんですけど、恐らく切れるのではなくて、

一定画面、例えば市のホームページに飛んで

しまうとかそういう設定ができるんだと思い

ます。それでいくと、アプリがあろうがなか
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ろうが、市の広告という部分で活用ができる

設定になるんだと思うんですけれども、その

点、再度確認させていただきたいと思います。 

○議長（石橋英和君）経済部長。 

○経済部長（笠原英治君）まず最初に、この

生活支援交付金、いわゆる地方創生の交付金

を使った都市間の交流による農産物の販売促

進なんですが、実は以前から少しだけやって

いた事業でありまして、大阪府内の主婦を中

心に、ＪＡと連携しまして、柿の販売促進の

ためにファームツアーを実施しておりました。

観光バスで来ていただいて、柿の収穫体験を

していただいたり、皮むきをしていただいた

り、あとやっちょん広場へ寄ってお買い物を

していただいて、帰っていただくというファ

ームツアーを年に１回やっておりました。 

 これについて、もっと充実させていこうと

いうことで、柿だけではなくして、橋本市の

ブドウであったり、ほかの産物であったり、

そういった物も同時に販売促進、４月からく

にぎ広場もできますし、やっちょん広場に限

らず、そういったくにぎ広場に寄っていただ

いたり、場合によってはまっせのイベントの

時期に合わせて、その会場に来ていただいた

り、そういうことをしながら、販路拡大と販

売促進に努めていこうと思っております。 

 今は、大阪府内の主婦層を中心で行ってお

るんですが、場合によっては都市圏の大学の

学生にも来ていただいて、若い目線で、若い

発想でアイデアを出していただけるような取

り組みも、この中で考えております。具体的

には、会場借り上げ料というのは、皆さん、

集まっていただいて、一旦いろいろお話しさ

せてもらうのに、教育文化会館をお借りする

という費用と、機械等の借り上げ料というの

はバスの借り上げ料です。これを提示させて

いただいております。 

 続いて、Ｗｉ－Ｆｉの不正アクセス、セキ

ュリティーの部分につきましては、これから

実施するにあたって、その部分についてしっ

かり研究しながら、間違った不正なアクセス

がないように取り組んでいきたいと思います

ので、その辺は十分研究する問題の一つとし

て考えてまいります。 

 それと、15分たったら市のホームページに

戻ったり、そういう取り組みにつきましても、

十分研究をさせていただいて、常に市の情報

をアプリケーションで情報発信できるように、

これも観光促進であったり、産品の販売促進

につながってまいると思いますので、そうい

ったものも含めて、検討・研究させていただ

きますので、どうぞご理解お願いします。 

○議長（石橋英和君）17番 松本君。 

○17番（松本健一君）ありがとうございます。 

 今回の柿産地と都市消費者の交流会という

ところでいくと、来ていただいて、楽しんで

いただいて、柿の産地だということを知って

いただく。口コミを広げていくという手法だ

と思います。今回の地方創生また戦略会議の

中でも、いろいろと農産地としての橋本市を

売っていくということのアイデアを出してい

っていただきたいんですけれども、一つご提

案というか働くっていうことも、実際のとこ

ろ観光資源になります。収穫をするというの

は、農家にとってみてすごく肉体労働ですの

で、そういった部分を働いていただく。じゃ、

そういう労働者はどこにいるかというと、私

も海外に行かしていただいたときに、ワーキ

ングホリデーというのを活用しました。ニュ

ージーランドのビザを取らしていただいて行

ったんですけれども、これは国際交流で、ニ

ュージーランドの方も、あとはイギリス、そ

れとカナダ、この辺が加盟していたと思いま

す。そういう方々が来ていただいて、滞在し

ながら働いていただく。そうすると、観光を

していただける、お金が落ちる。そういう仕



－222－ 

組みが使えるかと思うので、そういったこと

も考えていただきたいなと思いますが、いか

がでしょうか。 

○議長（石橋英和君）経済部長。 

○経済部長（笠原英治君）先ほど市長の答弁

の中にもあったんですが、先日、くにぎ広場

のほうからプレミア和歌山にはたごんぼが特

別賞をいただいたということで、ご報告が市

長室でありまして、その際に、くにぎ広場で

ただ物産を販売するだけではなくして、やっ

ぱり体験型の集客を考えていく必要があるん

ではないかということを、市長のほうからも

提言させていただいております。 

 具体的に言いますと、はたごんぼを収穫し

ていただくといったものであったり、ほかの

野菜、大根であったり、その場で並んでいる

物じゃなくして、実際畑で自分で抜いた物を

レジへ持っていって、販売していくという取

り組みも、なかなか戦略的にはええんじゃな

いかというお話を、きのう、させていただい

ておりましたので、十分議員の提案を意識し

ながら、この研究を検討していきたいと思い

ますので、どうぞよろしくお願いします。 

○議長（石橋英和君）ほかにありませんか。 

 ３番 髙本君。 

○３番（髙本勝次君）51ページなんですけど

も、そこでため池のことなんですけども、私

もちょっとため池の関係で相談もお受けしま

して、これで300万円、返ってきよることにな

るんですけど、実際のところため池の一斉点

検、完全に終わりはったんか。このため池の

一斉点検の中で、ハザードマップも作成して

いくんやと思うんですけども、ハザードマッ

プも今年度中にということでおっしゃってい

ましたけども、状況をちょっとお聞きしたい

んですけども、お願いします。 

○議長（石橋英和君）経済部長。 

○経済部長（笠原英治君）ため池のこのマイ

ナス300万円の減額につきましては、概ね

1,000㎥以上のため池約49箇所あるんですが、

この一斉点検、調査が今年度、国の内示があ

りませんでして、来年度になりました。です

から、来年度にこの300万円を執行していくと

いうことで、今回、今年度からは減額させて

いただいております。 

 ハザードマップについては、今年度から精

力的に実施しておりまして、特に年明けてか

らは、市内16箇所でワークショップをしてお

ります。その中で、いろんなご意見をいただ

いて、防災を意識したハザードマップづくり

に、今、農林整備課を中心に取り組んでおり

ます。来年度からもその約２倍の池のハザー

ドマップ作成に向けてのワークショップが入

ってまいりますので、今年度と来年度にかけ

て、このハザードマップについては完成して

いきたいと考えております。 

○議長（石橋英和君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ないようですので、こ

の際、農林水産業費、商工費の質疑を終わり

ます。 

 この際、２時30分まで休憩いたします。 

（午後２時20分 休憩） 

                     

（午後２時30分 再開） 

○議長（石橋英和君）休憩前に引き続き会議

を開きます。 

 日程に従い、議案審議を行います。 

 ８款土木費、９款消防費、56ページから65

ページまで、質疑ありませんか。 

 20番 樽井君。 

○20番（樽井豪男君）63ページの木造住宅の

耐震化促進事業に要する経費、減額で約1,200

万円は、以前からいろんなＰＲをしておるん

ですけども、これの件数、まず耐震診断委託

料でどれだけの人が委託されたんか。それと、
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下の1,100万円ほどの減額ですけども、ほとん

どご利用されてないんか。そこらあたりと、

まず１点、それをお聞きします。 

○議長（石橋英和君）建設部長。 

○建設部長（塙阪 隆君）耐震の診断のほう

でございますけれども、当初でいきますと、

予算の段階で90件と予想しておったわけでご

ざいますけども、実際は８件でございます。 

 それから、耐震の改修の工事につきまして

は、当初８件を予定しておりましたけれども、

これについては、申し込みがございませんで

した。 

 それから、耐震補強の設計のほうですけど

も、これについては、当初10件を予定してい

たわけでございますけれども、実績としては

１件でございます。 

○議長（石橋英和君）20番 樽井君。 

○20番（樽井豪男君）今、大変、木造家屋が

かなり多く、昭和55年以前の木造が多分対象

となっておると思うんですけども、やはり皆

さん、リフォームしたいときに、リフォーム

会社とかいろんな会社があると思うんですけ

ども、大工さんにしても。やはりちょっとで

もこれを使えば、リフォーム代もちょっと安

くなるというのが、まず利点があると思うん

です。私も、以前リフォームしたときには、

このやつがなかったんで、してなかったんで

すけども、やはりこういった申請が非常にや

やこしいもん、ほいでまた設計士が要るとい

うこともあるんですけども、やはりリフォー

ムされる方が非常に得な事業なんで、恐らく

ＰＲもかなりやっていただいています。もう

ちょっと底辺のほうに、大工なり、いろんな

工務店、ましてはそういった不動産屋でも構

へんですので、こんなことがありますよと。 

 それで、耐震化率が高くなって、危険な建

物も減ってくるというのが狙いですので、こ

れは要望ですけども、ぜひまたそのようにき

っちりＰＲをしていただいて、これが全て使

っていただけるようなことになれば、橋本市

の木造の耐震化率も上がると思いますので、

それはよろしくお願いいたします。 

 以上です。 

○議長（石橋英和君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ないようですので、次

に、10款教育費、64ページから77ページまで、

質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ないようですので、次

に、11款災害復旧費、12款公債費、13款諸支

出金、76ページから79ページまで、質疑あり

ませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ないようですので、歳

出を終わります。 

 引き続き、歳入に入ります。 

 ４ページをお開きください。 

 歳入全般について行います。 

 質疑ありませんか。 

 ２番 阪本君。 

○２番（阪本久代君）21ページの市債のとこ

ろです。 

 これで、合併特例債がかなり減額になって

いるんですけれども、この時点で、合併特例

債の残額は幾らでしょうか。 

○議長（石橋英和君）財政課長。 

○財政課長（吉本孝久君）平成26年度３月補

正後の合併特例債の残高につきましては、16

億9,470万円となっております。 

○議長（石橋英和君）ほかにありませんか。 

 20番 樽井君。 

○20番（樽井豪男君）17ページの上のほうの

寄附金の中の開発協力金794万円。今、住宅開

発等、以前は開発協力金という名目でいろい

ろ取っておったんですけども、もう恐らく開
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発協力金は、今取っておられないということ

で、この開発協力金のこの金額については、

どの部分なのか教えていただきたいと思いま

す。 

○議長（石橋英和君）財政課長。 

○財政課長（吉本孝久君）この寄附金につき

ましては、流域下水道事業に伴う南海電鉄か

らの開発協力金で、当初予算で650万円を計上

しておりました。確定額が1,440万円となった

ことにより、増額補正をしたものでございま

す。 

○議長（石橋英和君）ほかにありませんか。 

 ４番 楠本君。 

○４番（楠本知子君）19ページです。橋本環

境管理センター、環境整備負担金6,500万円な

んですけど、これは環境管理センターの15年

操業に対する環境整備事業、橋本市の事業や

と思うんですけど、これにつきまして、同じ

く九度山町にも同じ額が出ているかどうかに

ついて教えていただけますか。 

○議長（石橋英和君）市民生活部長。 

○市民生活部長（石井美鈴君）議員おただし

の件でございますが、九度山町に対しての支

出については、橋本市のほうで答弁すること

はできませんので、ご理解のほどよろしくお

願いします。 

○議長（石橋英和君）ほかにありませんか。 

 17番 松本君。 

○17番（松本健一君）同じ19ページの橋本環

境管理センターの部分です。 

 今回の橋本市の6,500万円が入ってくると

いうことでいきますと、組合の基金の残高は

6,500万円残ることになるかと思いますが、そ

の認識でよろしいですか。 

○議長（石橋英和君）市民生活部長。 

○市民生活部長（石井美鈴君）橋本伊都衛生

施設管理組合の、現在補正予算の資料を、今、

手元に持ち合わせておりませんので、確認し

まして、後ほど答弁させていただきます。 

○議長（石橋英和君）できますか、組合の内

容について答弁は。 

○議長（石橋英和君）市民生活部長。 

○市民生活部長（石井美鈴君）一応参考資料

としていただいておりますので。 

○議長（石橋英和君）いやいや、立場的にで

きるのかという。 

○市民生活部長（石井美鈴君）そうですね。

申しわけございません。答弁できません。失

礼いたしました。 

○議長（石橋英和君）答弁いたしません。 

 ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ないようですので、歳

入を終わります。 

 それでは、歳入歳出全般について行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）質疑がないようですの

で、これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております議案第１号に

ついては、委員会の付託を省略いたしたいと

思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ご異議なしと認めます。 

 よって、委員会の付託を省略することに決

しました。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 

 これより議案第１号 平成26年度橋本市一

般会計補正予算（第10号）について を採決

いたします。 
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 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

                     

 日程第33 議案第２号 平成26年度橋本市

国民健康保険特別会計補正予算

（第４号）について 

○議長（石橋英和君）日程第33 議案第２号 

平成26年度橋本市国民健康保険特別会計補正

予算（第４号）について を議題といたしま

す。 

 これより質疑を行います。 

 全般について行います。 

 質疑ありませんか。 

 ２番 阪本君。 

○２番（阪本久代君）６ページ、７ページで

す。 

 国庫補助金、普通調整交付金が１億5,326

万8,000円減額になっているんですけれども、

この減額はかなり大きいと思うんですが、理

由を教えてください。 

○議長（石橋英和君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（石橋章弘君）これは、保険

基金安定繰入金の補正に伴う国費の補正とい

うことでございまして、国保の負担率が９％

から７％へ見直しがございました。これに伴

う修正ということで、交付申請時にこういう

結果となったので、所要の減額をいたしまし

た。 

○議長（石橋英和君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ないようですので、こ

れをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております議案第２号に

ついては、委員会の付託を省略いたしたいと

思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ご異議なしと認めます。 

 よって、委員会の付託を省略することに決

しました。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 

 これより議案第２号 平成26年度橋本市国

民健康保険特別会計補正予算（第４号）につ

いて を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

                     

 日程第34 議案第３号 平成26年度橋本市

簡易水道事業特別会計補正予算

（第２号）について 

○議長（石橋英和君）日程第34 議案第３号 

平成26年度橋本市簡易水道事業特別会計補正

予算（第２号）について を議題といたしま

す。 

 これより質疑を行います。 

 全般について行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）質疑がないようですの

で、質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております議案第３号に

ついては、委員会の付託を省略いたしたいと
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思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ご異議なしと認めます。 

 よって、委員会の付託を省略することに決

しました。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 

 これより議案第３号 平成26年度橋本市簡

易水道事業特別会計補正予算（第２号）につ

いて を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

                     

 日程第35 議案第４号 平成26年度橋本市

住宅新築資金等貸付事業特別

会計補正予算（第４号）につい

て 

○議長（石橋英和君）日程第35 議案第４号 

平成26年度橋本市住宅新築資金等貸付事業特

別会計補正予算（第４号）について を議題

といたします。 

 これより質疑を行います。 

 全般について行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）質疑がないようですの

で、質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております議案第４号に

ついては、委員会の付託を省略いたしたいと

思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ご異議なしと認めます。 

 よって、委員会の付託を省略することに決

しました。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 

 これより議案第４号 平成26年度橋本市住

宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第

４号）について を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

                     

 日程第36 議案第５号 平成26年度橋本市

公共下水道事業特別会計補正

予算（第３号）について 

○議長（石橋英和君）日程第36 議案第５号 

平成26年度橋本市公共下水道事業特別会計補

正予算（第３号）について を議題といたし

ます。 

 これより質疑を行います。 

 全般について行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）質疑がないようですの

で、質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております議案第５号に

ついては、委員会の付託を省略いたしたいと

思います。 
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 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ご異議なしと認めます。 

 よって、委員会の付託を省略することに決

しました。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 

 これより議案第５号 平成26年度橋本市公

共下水道事業特別会計補正予算（第３号）に

ついて を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

                     

 日程第37 議案第６号 平成26年度橋本市

墓園事業特別会計補正予算（第

２号）について 

○議長（石橋英和君）日程第37 議案第６号 

平成26年度橋本市墓園事業特別会計補正予算

（第２号）について を議題といたします。 

 これより質疑を行います。 

 全般について行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）質疑がないようですの

で、質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております議案第６号に

ついては、委員会の付託を省略いたしたいと

思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ご異議なしと認めます。 

 よって、委員会の付託を省略することに決

しました。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 

 これより議案第６号 平成26年度橋本市墓

園事業特別会計補正予算（第２号）について 

を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

                     

 日程第38 議案第７号 平成26年度橋本市

農業集落排水事業特別会計補

正予算（第３号）について 

○議長（石橋英和君）日程第38 議案第７号 

平成26年度橋本市農業集落排水事業特別会計

補正予算（第３号）について を議題といた

します。 

 これより質疑を行います。 

 全般について行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）質疑がないようですの

で、質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております議案第７号に

ついては、委員会の付託を省略いたしたいと

思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ご異議なしと認めます。 
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 よって、委員会の付託を省略することに決

しました。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 

 これより議案第７号 平成26年度橋本市農

業集落排水事業特別会計補正予算（第３号）

について を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

                     

 日程第39 議案第８号 平成26年度橋本市

土地区画整理事業特別会計補

正予算（第５号）について 

○議長（石橋英和君）日程第39 議案第８号 

平成26年度橋本市土地区画整理事業特別会計

補正予算（第５号）について を議題といた

します。 

 これより質疑を行います。 

 全般について行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）質疑がないようですの

で、質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております議案第８号に

ついては、委員会の付託を省略いたしたいと

思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ご異議なしと認めます。 

 よって、委員会の付託を省略することに決

しました。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 

 これより議案第８号 平成26年度橋本市土

地区画整理事業特別会計補正予算（第５号）

について を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

                     

 日程第40 議案第９号 平成26年度橋本市

介護保険特別会計補正予算（第

４号）について 

○議長（石橋英和君）日程第40 議案第９号 

平成26年度橋本市介護保険特別会計補正予算

（第４号）について を議題といたします。 

 これより質疑を行います。 

 全般について行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）質疑がないようですの

で、質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております議案第９号に

ついては、委員会の付託を省略いたしたいと

思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ご異議なしと認めます。 

 よって、委員会の付託を省略することに決

しました。 

 これより討論に入ります。 
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 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 

 これより議案第９号 平成26年度橋本市介

護保険特別会計補正予算（第４号）について 

を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

                     

 日程第41 議案第10号 平成26年度橋本市

指定訪問看護事業特別会計補

正予算（第１号）について 

○議長（石橋英和君）日程第41 議案第10号 

平成26年度橋本市指定訪問看護事業特別会計

補正予算（第１号）について を議題といた

します。 

 これより質疑を行います。 

 全般について行います。 

 質疑ありませんか。 

 ２番 阪本君。 

○２番（阪本久代君）７ページ、一般管理に

要する経費で、臨時雇い上げも嘱託雇い上げ

料も、合計で1,005万5,000円減額になってい

るんですけれども、人の体制がとれなかった

ということだと思うんです。それが、結局歳

入のほうでも減額になっていますし、結局の

ところ何人体制で実施されているのかお尋ね

します。 

○議長（石橋英和君）病院事業管理者。 

○病院事業管理者（石井敏明君）訪問看護事

業は、これまで連続して黒字収益を上げてき

たわけですが、初めて赤字体質になりました。

これで、おただしの人件費のところですけれ

ども、賃金の不用額で減額ということでござ

います。スタッフの数等については、25年度

と変化はございません。総勢９人体制でやっ

ております。主に超過勤務の手当等が減額と

して、人件費が減少しておるところでござい

ます。 

○議長（石橋英和君）２番 阪本君。 

○２番（阪本久代君）今のご答弁ですと、人

は変わらないけれども、初めて赤字になった

というご説明だったんですけれども、そうし

ましたら、それはどこら辺に原因があると分

析されていますでしょうか。 

○議長（石橋英和君）病院事業管理者。 

○病院事業管理者（石井敏明君）これまで20

年間にわたって、訪問看護ステーションの所

長を務めてきた職員が退職をいたしまして、

そして、自らが新しく訪問看護ステーション

を立ち上げられました。それによって、橋本

市内全体の患者の変更があって、新しく立ち

上げた訪問看護ステーションに患者が移動し

とるということでございまして、これまでは

平均75人ほどの患者を抱えて、訪問看護ステ

ーションはこれまでずっとやってこれたんで

すけれども、現在は３割ほど減りまして、45

人ぐらいを抱えてやっております。スタッフ

は、同じスタッフでやっております。そうい

うことで、所長が、自分が経営してこられた

患者を引き続いて見ておるというようなこと

で、取り扱い患者数の減ということが、収益

の減というのにつながっています。 

○議長（石橋英和君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ないようですので、こ

れをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております議案第10号に

ついては、委員会の付託を省略いたしたいと

思います。 
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 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ご異議なしと認めます。 

 よって、委員会の付託を省略することに決

しました。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 

 これより議案第10号 平成26年度橋本市指

定訪問看護事業特別会計補正予算（第１号）

について を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

                     

 日程第42 議案第11号 平成26年度橋本市

後期高齢者医療特別会計補正

予算（第３号）について 

○議長（石橋英和君）日程第42 議案第11号 

平成26年度橋本市後期高齢者医療特別会計補

正予算（第３号）について を議題といたし

ます。 

 これより質疑を行います。 

 全般について行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）質疑がないようですの

で、質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております議案第11号に

ついては、委員会の付託を省略いたしたいと

思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ご異議なしと認めます。 

 よって、委員会の付託を省略することに決

しました。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 

 これより議案第11号 平成26年度橋本市後

期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）に

ついて を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

                     

 日程第43 議案第12号 平成26年度橋本市

水道事業会計補正予算（第４

号）について 

○議長（石橋英和君）日程第43 議案第12号 

平成26年度橋本市水道事業会計補正予算（第

４号）について を議題といたします。 

 これより質疑を行います。 

 全般について行います。 

 質疑ありませんか。 

 ２番 阪本君。 

○２番（阪本久代君）４ページ、資本的支出

の工事請負金が２億7,750万円の減額という

ことで、かなり大きな減額になっているんで

すけれども、この減額の理由をお願いします。 

○議長（石橋英和君）上下水道部長。 

○上下水道部長（大倉一郎君）２億7,750万円

の工事請負費の減額ということのおただしで

ございますけども、この２億7,750万円の工事

につきましては、紀の川右岸送水管の水道管
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転嫁、市脇側道橋に転嫁するルートを検討し

ておったんですけども、ルート変更の関係上、

27年度に組みかえることになりましたので、

減額補正するものでございます。 

○議長（石橋英和君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ないようですので、こ

れをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております議案第12号に

ついては、委員会の付託を省略いたしたいと

思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ご異議なしと認めます。 

 よって、委員会の付託を省略することに決

しました。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 

 これより議案第12号 平成26年度橋本市水

道事業会計補正予算（第４号）について を

採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

                     

 日程第44 議案第13号 平成26年度橋本市

病院事業会計補正予算（第５

号）について 

○議長（石橋英和君）日程第44 議案第13号 

平成26年度橋本市病院事業会計補正予算（第

５号）について を議題といたします。 

 これより質疑を行います。 

 全般について行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）質疑がないようですの

で、質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております議案第13号に

ついては、委員会の付託を省略いたしたいと

思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ご異議なしと認めます。 

 よって、委員会の付託を省略することに決

しました。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 

 これより議案第13号 平成26年度橋本市病

院事業会計補正予算（第５号）について を

採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

                     

 日程第45 議案第14号 平成27年度橋本市

一般会計予算について 

○議長（石橋英和君）日程第45 議案第14号 

平成27年度橋本市一般会計予算について を

議題といたします。 

 これより質疑を行います。 

 便宜、予算説明書により、歳出から款別に

行います。 
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 46ページをお開きください。 

 まず、１款議会費、46ページから49ページ

まで、質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ないようですので、次

に、２款総務費、48ページから97ページまで、

質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ないようですので、次

に、３款民生費、４款衛生費、98ページから

151ページまで、質疑ありませんか。 

 ５番 森下君。 

○５番（森下伸吾君）147ページの1510の19

番、橋本伊都衛生施設組合負担金ですが、説

明書にも書いていただいていますが、もう少

し詳しく教えていただければと思います。 

○議長（石橋英和君）市民生活部長。 

○市民生活部長（石井美鈴君）議員おただし

の負担金ですが、２億1,660万7,000円の内訳

といたしまして、地方債償還賦課金が897万

9,000円、維持管理費賦課金として２億628万

8,000円、それと児童手当賦課金として84万円、

特別負担金として50万円、合計２億1,660万

7,000円ということになっております。 

○議長（石橋英和君）５番 森下君。 

○５番（森下伸吾君）この議会運営委員会資

料の、当初予算の17ページを見てみますと、

少し項目が違うようにも思ったんですが、こ

れとは違うということでよろしいでしょうか。

少しその辺、もう少し新規負担金も増えてい

るみたいですが、このあたりもご説明いただ

ければと思いますが。 

○議長（石橋英和君）市民生活部長。 

○市民生活部長（石井美鈴君）維持管理費賦

課金の中には、環境整備負担金としまして

8,738万1,710円が含まれております。 

 以上です。 

○議長（石橋英和君）ほかにありませんか。 

 18番 井上君。 

○18番（井上勝彦君）今のところ、147ページ

なんですけれども、部長の説明では、維持管

理費賦課金１億1,940万6,000円かな。それか

ら、地方債償還賦課金が897万9,000円か。そ

れから、新規負担金、環境整備事業負担金が

8,738万2,000円、計２億1,660万7,000円とい

うことで、新規負担金というのは何か事業を

しますんですか。その内容をちょっと聞かせ

てください。 

○議長（石橋英和君）市民生活部長。 

○市民生活部長（石井美鈴君）これにつきま

しては、環境管理センターの15年間の施設延

長に伴う周辺整備ということで、環境管理セ

ンターというか橋本伊都衛生施設組合のほう

が行うべきものを、本市と九度山町に対して、

協定書を締結しまして、その中でそれそれで

周辺整備をするということになっております。

それに対する負担金を、それぞれの構成団体

である市と町で、負担割合を定められた中で

負担するものであります。 

○議長（石橋英和君）18番 井上君。 

○18番（井上勝彦君）ちょっとややこしいん

ですけども、新規負担金については、学文路

の周辺整備がありますね、１億3,000万円。そ

れの１億3,000万円の、要するに１億3,000万

円が新規で組まれているわけなんですけれど

も、これは学文路地区の周辺整備１億3,000

万円の中の一応8,738万2,000円ということで、

よろしいんでしょうか。 

 九度山町とかかつらぎ町とかというのは関

係なしに、本市では周辺整備事業として学文

路地区へ使わなくてはならないものが、一応

１億3,000万円と聞いておるんですが、要する

にそれも含めての支出という解釈でよろしい

んですかな、解釈としては。 

○議長（石橋英和君）市民生活部長。 

○市民生活部長（石井美鈴君）先ほどの３月



－233－ 

補正のところで、6,500万円の歳入を受けてお

ります。これにつきましては、26年度で、橋

本伊都衛生施設組合のほうから、１億3,000

万円の２分の１の6,500万円を負担していた

だいております。 

 27年度当初予算でも、6,500万円を受け入れ

ております。本市で周辺整備する金額は、約

１億6,000万円ということになっております。

そのうちの財源として１億3,000万円を、組合

のほうから負担していただいております。 

 8,738万1,000円何がしにつきましては、９

月とか12月で総務委員会並びに全員協議会で

も説明させていただいておりますように、本

市に１億3,000万円、九度山町に１億3,000万

円、それぞれ組合として負担するということ

になっていると聞いております。 

 それについて、そのうちの１億3,000万円は、

組合の基金からということで聞いております。

残りの１億3,000万円につきましては、構成団

体である市と町で案分して、それぞれが負担

するということで、それにつきましての8,738

万1,710円ということになっております。 

○議長（石橋英和君）ほかにありませんか。 

 12番 清水君。 

○12番（清水信弘君）これは、新たに湧いて

きたような金額だと思うんですけれども、そ

の点について、全員協議会でもあったように、

さあどこが悪いんかさっぱりわからないんで

すけれども、その点について。 

 それと、調べれば調べるほど、それが、私

はわからなくなっているんですよ。その点に

ついて答弁いただきたいのと、ほんで、もれ

聞くところによりますと、１億3,000万円の金

額の提示は、市長からだと伝わってきている

部分もあります。その点について、市長の答

弁をお願いしたいと思います。 

○議長（石橋英和君）副市長。 

○副市長（森川嘉久君）新たな負担というご

質問をいただきましたが、これにつきまして

は、伊都衛生施設管理組合の議会のほうへも、

管理者のほうから先日提案をさせていただき

まして、議決をいただいたと聞いております。

その中で、この分担金が本市の分担分として

提示されましたので、構成団体として、これ

については本市が支払うべきものであります

ので、予算を計上させていただいたところで

ございます。 

 それから、その経過について、どこが悪い

のかというようなご質問もいただきましたが、

そのあたりの経過につきましては、全員協議

会の中でもいろいろとご発言もございまして、

回答も差し上げたところでございますが、ど

こが悪いのかどこがというようなことではな

しに、管理者、本市の市長は管理者ももちろ

ん務めておりますけども、管理者間の協議、

あるいは議会へのご説明をさせていただいた

中で、議決をいただいたというふうに解釈を

しております。 

○議長（石橋英和君）12番 清水君。 

○12番（清水信弘君）答弁もれのような気も

するんですけれども、金額はどうやって決ま

ったのか教えてください。 

○議長（石橋英和君）市民生活部長。 

○市民生活部長（石井美鈴君）それぞれの負

担金をどういうふうに決めたかということの

おただしだと思います。 

（「違う、総額」と呼ぶ者あり） 

○議長（石橋英和君）副市長。 

○副市長（森川嘉久君）それにつきましても、

いろいろな経過につきましては、以前も全員

協議会の中でもご質疑もいただきましたし、

ご回答もさせていただいたところでございま

すが、経緯はたどりましたが、結論的には先

ほど申し上げましたような形で、両市町に組

合として２億6,000万円の負担をして、周辺の

環境整備を進めていくという結論になったと
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いうふうに聞いております。 

○議長（石橋英和君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ないようですので、次

に、５款労働費、６款農林水産業費、７款商

工費、152ページから181ページまで、質疑あ

りませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ないようですので、次

に、８款土木費、９款消防費、182ページから

213ページまで、質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ないようですので、次

に、10款教育費、212ページから263ページま

で、質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ないようですので、次

に、11款災害復旧費、12款公債費、13款諸支

出金、14款予備費、264ページから267ページ

まで、質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ないようですので、歳

出を終わります。 

 引き続き、歳入に入ります。 

 ４ページをお開きください。 

 １款市税、２款地方譲与税、３款利子割交

付金、４款配当割交付金、５款株式等譲渡所

得割交付金、４ページから９ページまで、質

疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ないようですので、次

に、６款地方消費税交付金、７款ゴルフ場利

用税交付金、８款自動車所得税交付金、９款

地方特例交付金、10款地方交付税、11款交通

安全対策特別交付金、８ページから11ページ

まで、質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ないようですので、次

に、12款分担金及び負担金、13款使用料及び

手数料、14款国庫支出金、15款県支出金、16

款財産収入、17款寄附金、10ページから33ペ

ージまで、質疑ありませんか。 

 ５番 森下君。 

○５番（森下伸吾君）33ページの17款寄附金

の中の一般寄附金の中のふるさと橋本応援寄

附金が3,000万円上がっておりますが、いつも

だいたい毎年200万円程度でありますが、今回

3,000万円になっているということは、ここま

でしっかりと寄附金を集めていくということ

で考えていらっしゃるのでしょうか。 

○議長（石橋英和君）経済部長。 

○経済部長（笠原英治君）これは、まさにブ

ランド推進室でやっていこうとしております

ふるさと橋本応援寄附金です。歳入の部分に

ついて、3,000万円を目標に取り組んでまいり

たいと思っております。 

○議長（石橋英和君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ないようですので、次

に、18款繰入金、19款繰越金、20款諸収入、

21款市債、32ページから45ページまで、質疑

ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ないようですので、歳

入を終わります。 

 それでは、一般会計予算全般について行い

ます。 

 質疑ありませんか。 

 ３番 髙本君。 

○３番（髙本勝次君）175ページ、私が12月に

住宅リフォーム助成制度のことでちょっと質

問させていただきまして、そこで、９番旅費

というところで22万5,000円ということで、実

際に調査してほしいということで、私の希望

どおり調査費をつけますと、部長に言ってい

ただいたんですけども、せんだってお聞きし
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ましたけども、もう一度具体的に幾ら調査費

をつける予定ですか。 

○議長（石橋英和君）経済部長。 

○経済部長（笠原英治君）リフォーム助成制

度創設に係る現地視察費としまして、２万

3,600円の旅費を、この中に計上しております。 

○議長（石橋英和君）３番 髙本君。 

○３番（髙本勝次君）２万3,600円って、どん

なイメージで、私が聞いた金額では、めちゃ

めちゃ少ないと思うんですけども、どんな形

で調査されるんですか。お聞きします。 

○議長（石橋英和君）経済部長。 

○経済部長（笠原英治君）これについては、

基本的に公用車で近畿周辺を回らせていただ

いて、ときによっては電車の交通手段でもっ

て、日帰りで職員が研修に行ってまいります

交通費でございます。 

○議長（石橋英和君）ほかにありませんか。 

 18番 井上君。 

○18番（井上勝彦君）全般ですね。65ページ

の杉村公園の総合事業を活用して、杉村公園

内にということで、790万円の委託料が上がっ

ているわけなんですけども、ちょっとお聞き

しときたいんですけれども、杉村公園は駐車

場の整備とか、まだ池のところまで行ってな

いんかわからないんですけれども、杉村公園

については、これから整備していくであろう

ところだと思うんですが、委託料が今上がっ

ているわけなんですけれども、だいたい内容

的に、私が聞きたいのは、国道371号のトンネ

ルが、今年からほっていくということで、和

歌山県側から。市長もご存じやと思いますけ

ども、あのトンネルがだいたい５年ないし６

年ですか。それで、だいたいトンネルの土が

22万㎥ぐらいは出るということを聞いておる

わけなんですけども、年間に三、四万㎥が埋

立に必要というか、三、四万㎥が出てくると、

１年に対してね。杉村公園の整備については。

そういう土を入れるというんですか。だだで

ということはないけども、活用できるかと思

うんですけれども、そういったものを含めた

もので、委託していく、計画していく中で、

考えておられるのかどうかということを、１

点お聞ききしたいと思います。 

 それから、73ページのコンビニ交付サービ

ス委託料、情報推進室ということで、自治体

クラウドのサービス利用料ということで予算

化されておりますけれども、この自治体クラ

ウドについてもうちょっと詳しくご説明して

いただきたいということをお願いします。 

 それから、衛生のほうにつきましては、先

ほど質問させていただいたんで、重複したら

悪いので、一応控えさせていただきます。 

 それから、151ページの高野口地域の水道の

送水管接続工事費ということで、5,000万円上

がっているわけなんですけれども、水道の送

水管工事について、財源内訳というのがある

わけなんですけども、それについて、高野口

地域の送水管については、どのような形で財

源を確保していくんかということをご説明願

いたいと思います。 

 それから165ページ、エコパーク紀望の里管

理運営に要する経費です。これが、委託料と

して、工事請負費も含めてですけれども、こ

れについては、工事内容の内訳というんです

か、そういったのをもう一度ご説明願いたい

と思います。 

 それから、187ページについて、トンネル、

道路維持費等の、先ほどお話ししましたけど

も、そういったことで、安全性の確保という

ことでありますけれども、何箇所ぐらいを予

定しているのかということを、再度お聞きし

たいと思います。 

 それから、225ページの応其小学校の大規模

改修工事設計管理委託料、それから工事請負

費が4,295万3,000円、これは学文路小学校か。
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応其小学校の改造工事については5,549万

4,000円となっておりますが、学文路小学校と、

それから応其小学校についての内訳、どのよ

うな形で改造されるのかということの内容を

ご説明願いたいと思います。 

 以上です。 

○議長（石橋英和君）企画経営室長。 

○企画経営室長（上田力也君）そしたら、ま

ず１点目の杉村公園の駐車場を計画している

わけなんですが、そちらへの紀見トンネルの

工事からの土砂の搬入についてですが、現時

点の計画は、今は計画している駐車場自体が

ちょっと狭うございますので、杉村公園自体

の土を切って、そして今ちょっと池の堤が谷

になっているんですけども、そちらのほうへ

埋めまして、そしてそのかわり新たな駐車場

をつくろうと考えておりまして、新紀見トン

ネルからの土の流用というのは、現時点では

考えておりません。 

 以上です。 

○議長（石橋英和君）企画部長。 

○企画部長（北山茂樹君）２点目の情報推進

化のところですけども、クラウドとは何ぞや

というご質問だったと思います。 

 クラウドとは、情報システムの集約を進め

ることによりまして、情報システムに係る経

費の削減、それから住民サービスの向上を図

るというものでございます。情報システムの

共同利用を複数の自治体で行うのが、自治体

クラウドというものでございまして、これは

東日本の大震災の経験を踏まえまして、堅牢

なデータセンターを活用して、行政情報を保

全していく。それから、災害等の発生時に業

務継続を確保する観点ということで、全国的

に自治体クラウドの推進が進められていると

ころでございます。本市も昨年、奈良県大和

郡山市と協定を結ばさせていただいて、２市

の間で自治体クラウドを行っております。 

○議長（石橋英和君）経済部長。 

○経済部長（笠原英治君）エコパーク紀望の

里の浴場改修工事の内容についてお答えしま

す。 

 露天風呂の設置、腰かけ湯が今あるんです

が、それを廃止して、洗い場を増設します。

脱衣棚が老朽化しているため、木製からスチ

ール製に変えます。浴槽は、現在22㎡あるん

ですが、これを30㎡、８㎡増やします。洗い

場につきましては、現在12箇所ありますが、

これを18箇所、６箇所増設する予定です。 

○議長（石橋英和君）財政課長。 

○財政課長（吉本孝久君）151ページの一般会

計出資金でございますけども、これにつきま

しては5,281万1,000円。このうち5,000万円を

除く281万1,000円につきましては、平成元年

以前に大滝ダムの負担金に対する交付税算入

が281万1,000円を繰り出すのと、あと水道会

計のほうで紀の川右岸送水管布設工事が１億

円組んでおります。それに対して、一般会計

が２分の１を負担することになっております

ので、その分5,000万円の出資です。この5,000

万円につきましては、一般会計出資債を全額

発行いたします。 

○議長（石橋英和君）教育次長。 

○教育次長（坂本安弘君）それでは、まず応

其小学校の大規模改修工事でございますけれ

ども、いよいよ平成27年度から着手いたしま

すが、27年度につきましては、屋体の外壁の

全面改修、塗りかえ、それから屋上防水でご

ざいます。それから、校舎内の改修として、

３階東側トイレの全面改修、便器の洋式化を

行います。西の木造の旧校舎の解体もあわせ

て行います。その工事金額が4,295万3,000円

ということで、それに伴う設計監理委託料が

742万1,000円ということになります。 

 それから、学文路小学校の大規模改修の設

計監理に着手いたします。設計監理の委託が
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512万円でございます。工事の内容、予定でご

ざいますけども、外壁改修、屋上防水、トイ

レ改修及び洋式化、屋体改修、外壁改修、屋

上防水等の工事を行う予定でございます。 

○議長（石橋英和君）建設部長。 

○建設部長（塙阪 隆君）申しわけございま

せん。先ほどの分はあれですかね、橋梁の改

修等の想定している箇所数ということでよろ

しいんでしょうか。橋梁等の長寿命化等の箇

所数ということでよろしいんでしょうか。 

 一応工事のほうでございますけども、橋梁

の修繕につきましては、一応４橋を計画して

おります。それから、市道の修繕につきまし

ては２箇所、それから舗装修繕につきまして

は２路線を計画しております。 

○議長（石橋英和君）井上議員、以上でよろ

しいんですか。 

 18番 井上君。 

○18番（井上勝彦君）先ほど水源開発の5,000

万円、一般財源から出すことになっているん

ですけども、これまだ何年か、10億円か。そ

れについては、今回5,000万円ですけど、あと

残り幾らぐらい出して、何年ぐらいというの

か、かかるのかわからんけども、それについ

ての内訳ということないけども、今まで何ぼ

払てあって、これからまだ何ぼ払ていかなん

ねやと、一般財源からやで。ていうことを、

ちょっと教えていただけたらありがたいなと

思うんですけども、今回は5,000万円ですけど

ね。もうこれで終わりか、まだ残り何年か払

ていかんなんのかなということです。 

 それから、教育委員会の改修の内容を聞き

ましたんだけども、応其小学校の場合、幼稚

園の古い校舎がありますやろ。あれは、北側

とそれから西側と２棟あると思うんですけど

も、それが全面的に解体を予定しているんか。 

 トイレの改修というのは、内容的にどうい

うふうな改修の仕方をするんですか。まだ今

のところわかりませんか。 

○議長（石橋英和君）上下水道部長。 

○上下水道部長（大倉一郎君）紀の川右岸の

送水管の事業でございますけども、現在の進

捗率は約53％、約半分が終わっておりますの

で、今五十何パーセントについては、平成21

年度から施工を続けていっておるわけなんで

すけども、最終年度につきましては、平成31

年度完了を予定しております。 

（「答弁もれ」と呼ぶ者あり） 

○上下水道部長（大倉一郎君）全体金額につ

きましては、今のところ、私、資料を持ち合

わせておりませんので、これは報告させてい

ただいたらよろしいですか。後ほどでよろし

いですか。 

○議長（石橋英和君）後ほどお願いします。 

○18番（井上勝彦君）5,000万円、今回、一般

財源で取り出していますやん。ほんでに、21

年度からやっていると、今聞いてんけど、今

までに何ぼ出とって、これからまだ幾らぐら

いかかる予定ですかということを聞いとるん

ですわ。一般財源から出ていくんで、我々も

やっぱり知っとく必要があるんで。 

○議長（石橋英和君）次年度以降の必要額と

いうことですね。 

○18番（井上勝彦君）そうそう。今5,000万円

で、これで終わりですかと言うて、聞いとる

んですよ。 

○議長（石橋英和君）それを、じゃ、後、報

告してください。 

○上下水道部長（大倉一郎君）わかりました。 

○議長（石橋英和君）それじゃ、保留して、

次、行きます。 

 教育次長。 

○教育次長（坂本安弘君）まず、応其小学校

の旧の幼稚園舎でございますが、あわせて解

体していく予定でございます。 

 それから、トイレの改修ですけども、通常、
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今まで学校のトイレ等は湿式といいまして、

水を流して洗うというようなトイレでござい

ますけれども、それをいわゆるモップでふき

取るような乾式化といいますが、そういうト

イレに改めるとともに、和式便座を洋式便座

に改めていくという工事でございます。 

○議長（石橋英和君）ほかにありませんか。 

 17番 松本君。 

○17番（松本健一君）ちょっと大きなところ

なので、しっかりと確認を事前にしておきた

いので、ご答弁をしていただければと思いま

す。 

 歳出のほうで見ますと147ページの今回の

橋本伊都衛生施設組合負担金２億1,660万

7,000円で、この内訳の、先ほど５番議員から

お尋ねいただいた中で、環境整備事業負担金

が新規負担金として8,738万2,000円というこ

とで、この財源内訳が一般財源から出される

ということで、これで見ますと、諸収入、43

ページに、同じ新規負担金の名称で環境整備

負担金6,500万円がございます。このお金の流

れ的な部分で確認をしておきたいんですけれ

ども、橋本市が払うことによって、この6,500

万円が入ってくる流れになるのか。逆に、

6,500万円をいただいてから、この8,700万円

を含む２億円を払うことになるのか。この点

を、恐らく財政課長だと思いますけれども、

お尋ねさせていただきます。 

○議長（石橋英和君）財政課長。 

○財政課長（吉本孝久君）平成26年度の３月

補正で、環境管理センターにあります財政調

整基金１億3,000万円を、九度山町と橋本市で

6,500万円ずつ入ってきます。そこで、環境管

理センターにはもう基金がないんで、新たに

増資することになります。ですんで、歳出の

8,738万2,000円を払ってから、6,500万円が入

ってくるというふうになります。 

○議長（石橋英和君）17番 松本君。 

○17番（松本健一君）ということでいきます

と、今回のこれは、もう組合に基金はゼロの

状態で、初めてここで払うことによって、分

担されるという認識でよろしいですか。 

○議長（石橋英和君）財政課長。 

○財政課長（吉本孝久君）そのとおりでござ

います。 

○議長（石橋英和君）ほかにありませんか。 

 上下水道部長。 

○上下水道部長（大倉一郎君）先ほど質問を

いただきました紀の川右岸送水管の事業の今

まで使った事業費等の関係でございますけど

も、まだ資料のほうが届いておりませんので、

予算委員会のほうで説明をさせていただいて

もよろしいですか。 

○議長（石橋英和君）いかがですか。 

 部長が言っているのは、予算委員会での説

明でよろしいですかということなんですけど

も。 

 ちょっとお待ちください。 

 副市長。 

○副市長（森川嘉久君）先ほど財政課長から、

基金の残高について、松本議員からのご質問

にお答えをさせていただきましたが、厳密に

言いますと、残高については、こちらでお答

えできませんので、流れの説明については、

先ほどの説明のとおりでございますので、そ

の点だけご了承いただきたいと思います。 

○議長（石橋英和君）上下水道部長。 

○上下水道部長（大倉一郎君）先ほど答弁を

保留していた件ですけども、紀の川右岸の送

水管事業のの工事費全体で16億3,850万円、現

在完了済みが約７億5,700万円、残り約８億

8,000万円が残っておるという形になります。

そのうち、一般財源から繰り入れっていうん

ですか、全体が16億円ですので、その２分の

１が繰り入れをしていただけるということに

なりますので、今の残りが８億8,000万円とい
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う事業費になりますので、その半分というこ

とになりますと４億4,000万円という形にな

ります。 

○議長（石橋英和君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ないようですので、こ

れをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております議案第14号に

ついては、８人の委員をもって構成する平成

27年度予算審査特別委員会を設置し、これに

付託の上、審査することにいたしたいと思い

ます。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ご異議なしと認めます。 

 よって、議案第14号については、８人の委

員をもって構成する平成27年度予算審査特別

委員会を設置し、これに付託の上、審査する

ことに決しました。 

 平成27年度予算審査特別委員会委員の選任

については、委員会条例第８条第１項の規定

により、議長において、１番 今城君、２番 

阪本君、４番 楠本君、９番 松浦君、10番 

坂口君、11番 土井君、16番 堀内君、17番 

松本君、以上８名を指名いたします。 

 この際、４時まで休憩いたします。 

（午後３時41分 休憩） 

                     

（午後４時00分 再開） 

○議長（石橋英和君）休憩前に引き続き会議

を開きます。 

 この際、報告いたします。 

 先ほど設置されました平成27年度予算審査

特別委員会委員長に松浦健次君、副委員長に

坂口親宏君が、それぞれ選出されました。 

 以上で報告を終わります。 

 日程に従い、議案審議を行います。 

                     

 日程第46 議案第15号 平成27年度橋本市

国民健康保険特別会計予算について から、

日程第58 議案第27号 平成27年度橋本市

病院事業会計予算について までの13件 

○議長（石橋英和君）日程第46 議案第15号 

平成27年度橋本市国民健康保険特別会計予算

について から、日程第58 議案第27号 平

成27年度橋本市病院事業会計予算について 

までの13件を一括議題といたします。 

 これより質疑を行います。 

 まず、議案第15号 平成27年度橋本市国民

健康保険特別会計予算について 質疑を行い

ます。 

 全般について行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ないようですので、次

に、議案第16号 平成27年度橋本市簡易水道

事業特別会計予算について 質疑を行います。 

 全般について行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ないようですので、次

に、議案第17号 平成27年度橋本市住宅新築

資金等貸付事業特別会計予算について 質疑

を行います。 

 全般について行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ないようですので、次

に、議案第18号 平成27年度橋本市公共下水

道事業特別会計予算について 質疑を行いま

す。 

 全般について行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ないようですので、次
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に、議案第19号 平成27年度橋本市駐車場事

業特別会計予算について 質疑を行います。 

 全般について行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ないようですので、次

に、議案第20号 平成27年度橋本市墓園事業

特別会計予算について 質疑を行います。 

 全般について行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ないようですので、次

に、議案第21号 平成27年度橋本市農業集落

排水事業特別会計予算について 質疑を行い

ます。 

 全般について行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ないようですので、次

に、議案第22号 平成27年度橋本市土地区画

整理事業特別会計予算について 質疑を行い

ます。 

 全般について行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ないようですので、次

に、議案第23号 平成27年度橋本市介護保険

特別会計予算について 質疑を行います。 

 全般について行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ないようですので、次

に、議案第24号 平成27年度橋本市指定訪問

看護事業特別会計予算について 質疑を行い

ます。 

 全般について行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ないようですので、次

に、議案第25号 平成27年度橋本市後期高齢

者医療特別会計予算について 質疑を行いま

す。 

 全般について行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ないようですので、次

に、議案第26号 平成27年度橋本市水道事業

会計予算について 質疑を行います。 

 全般について行います。 

 質疑ありませんか。 

 18番 井上君。 

○18番（井上勝彦君）555ページ、水道事業会

計の債務負担行為に関する調書で、第５次拡

張事業細川中継ポンプ場ほか機械電気設備更

新工事で重点工事監理業務委託と、第５次拡

張事業細川中継ポンプ場機械電気設備更新工

事というんですか、10億円についてのご説明

を願えますか。 

○議長（石橋英和君）上下水道部長。 

○上下水道部長（大倉一郎君）議員おただし

の第５次拡張事業細川中継ポンプ場のことに

なるんですが、細川中継ポンプ場は、今現在

もう35年経過しているような形のポンプと電

気の設備になります。非常にもう故障が多く

て、更新の時期を迎えているようなことにな

りまして、来年、平成27年度から29年、３年

間をかけて、総額10億円で老朽設備の更新を

考えております。 

 それで、当初予算につきましては、最初の

年ですので、27年度は２億円という形になり

ます。それで、３年間かけて老朽施設の更新

をしていくような形になります。それで、そ

れに伴いまして、その上の工事監理業務委託

ということで、電気、機械の更新事業になり

ますので、この更新事業につきましても非常

に大きな金額の更新事業になりますので、
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1,500万円をかけて、監理業務委託を発注して

いくような形になります。 

 以上です。 

○議長（石橋英和君）18番 井上君。 

○18番（井上勝彦君）部長、ちょっと教えて

ほしいんですけど、細川中継ポンプ場の10億

円かけてやりかえるわけなんですけども、そ

れについては、部長、だいたい規模というか

大きさというか、中でどれだけの水量という

か、ポンプ場の機械電気設備更新工事を３年

かけてというんですけど、３年間で電気工事

というのは、中身がちょっとわからんねけど、

機械を入れるのに、３年間で結局入れかえる

ような機械になっているんですか。その規模

というか、ほんで、何ｔぐらいを。上水道そ

のものについての中身をちょっと教えてくだ

さい。 

○議長（石橋英和君）上下水道部長。 

○上下水道部長（大倉一郎君）工事の中身と

いうおただしでございますけども、現在、細

川中継ポンプ場が受け持つ橋本市の給水区域

については、給水人口の約４割を細川中継ポ

ンプ場から送水して、皆さんに給水をしてい

るというようなことになります。 

 それで、城山台に送るポンプが、今現在３

台ございます。三石台に送る送水ポンプ２台

ございます。紀見ヶ丘へ送る送水ポンプも２

台ございます。自家発の発電機も１基ござい

ます。それに伴いまして、動力の計装設備も

ありまして、一番古いもので昭和54年竣工と

いう形のものがありまして、先ほどお話をさ

せていただいたとおり、ポンプが合計７台に

なります。の入れかえという形になっていき

ます。 

○議長（石橋英和君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ないようですので、次

に、議案第27号 平成27年度橋本市病院事業

会計予算について 質疑を行います。 

 全般について行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ないようですので、こ

れをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております議案第15号か

ら議案第27号までの13件については、平成27

年度予算審査特別委員会に付託いたしたいと

思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ご異議なしと認めます。 

 よって、議案第15号から議案第27号までの

13件については、平成27年度予算審査特別委

員会に付託し、審査することに決しました。 

 

                                          

 


